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耳
目
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と
薙
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〉
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民
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配
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ら
民
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配
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i
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安
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じ
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に

一
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備

的

考
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二
軍
政
支
配
の
賞
態

三
軍
政
支
配
と
僑
民
の
反
鍛

四
み
な
し
の
経
歴
1
l待
弘
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例
を
中
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に
|
|

五
薙
州
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外
の
僑
郡
勝
|
|
揚
州
義
成
郡
を
中
心
に
|
|

む
す
び
に
か
え
て
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は

じ

め

南
朝
門
閥
貴
族
社
舎
に
あ
っ
て
、
門
閥
貴
族
居
を
主
瞳
と
す
る
睦
制
固
定
化
の
ヴ
ェ
グ
ト
ル
に
相
い
括
抗
し
て
健
制
流
動
化
の
ヴ
L

ク
ト
ル

を
に
な
っ
た
新
興
屠
の
中
で
も
、
江
南
政
権
下
へ
の
移
住
が
お
く
れ
た
「
晩
渡
北
人
」
(
「
荒
信
」

)
l
J守
の
中
で
も
親
・
西
晋
以
来
の
停
統
を

ほ
こ
る
名
族
層
が
果
し
た
役
割
に
は
特
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。
東
晋
代
中
末
期
の
「
門
地
二
日
間
層
」
の
成
立
よ
り
遅
れ
て
移
住
し
て
き
た

「
中
華
の
高
族
」
も
中
央
官
界
へ
の
準
出
を
阻
害
さ
れ
て
レ
た
た
め
に
、
地
域
社
舎
に
定
住
し
、
あ
る
い
は
地
方
州
銀
に
自
か
ら
の
活
躍
の
場

し
か
し
や
が
て
世
代
を
経
過
し
て
五
世
紀
の
後
半
期
を
む
か
え
る
と
、
現
賓
の
郷
里
農
民
社
舎
と
の
緊
密
な
閥

を
求
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。



わ
り
あ
い
の
中
か
ら
見
出
し
た
彼
ら
の
「
按
一
族
」
的
あ
り
方
が
そ
の
結
集
を
可
能
に
し
た
郷
里
農
民
を
支
え
と
し
て
、
中
央
官
界
進
出
の
動
き

を
顕
在
化
さ
せ
る
。
彼
ら
の
中
央
官
界
準
出
は
、
彼
ら
固
有
の
あ
り
方
や
標
携
す
る
理
念
と
も
相
ま
っ
て
、
額
贋
の
様
湘
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た

貴
族
世
制
に
も
新
風
を
吹
き
こ
み
、
門
閥
貴
族
層
の
自
己
革
新
を
喚
起
し
て
貴
族
睦
制
の
内
な
る
襲
革
を
も
契
機

a

つ
け
た
。

そ
れ
で
は
か
か
る
役
割
を
措
っ
た
「
晩
渡
北
人
」
は
、
江
南
の
地
へ
僑
住
し
た
嘗
初
は
ど
の
よ
う
な
賦
況
に
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
置
か
れ
て

い
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
史
料
に
即
し
て
究
明
す
る
こ
と
は
、
上
述
の
ご
と
き
把
握
の
具
瞳
化
と
深
化
に
不
可
依
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
皐

界
懸
案
の
黄
・
白
籍
の
問
題
や
土
断
の
問
題
に
も
新
だ
な
覗
貼
を
用
意
す
る
よ
う
に
珠
測
さ
れ
る
。
本
小
稿
で
は
、
劉
宋
孝
武
帝
集
圏
の
原
質

南
朝
政
治
史
上
に
多
大
の
影
響
を
輿
え
た
薙
州
(
裏
陽
地
方
〉
に
焦
貼
を

定
め
て
、
嘗
初
、
僑
礎
知
州
の
僑
民
の
み
な
ら
ず
、
裏
陽
地
方
に
僑
置
さ
れ
た
僑
郡
鯨
民
は
、
軍
政
支
配
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ

を
形
成
し
、
ま
た
梁
武
帝
の
革
命
軍
圏
成
立
の
基
盤
と
な
る
な
ど
、

が
劉
宋
王
朝
の
創
立
(
四
二

O
〉
を
機
に
民
政
支
配
へ
と
移
管
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
、

用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
移
管
の
背
後
に
僑
民
の
力
(
意
向
〉
が
大
き
く
作

濠

備

的

考

察

南
朝
の
礎
知
州
が
置
か
れ
た
裏
陽
地
方
は
、
水
陸
至
便
の
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
「
天
下
の
重
地
」
で
あ
っ
た
。
漢
水
の
屈
曲
黙
に
位
置
す
る

こ
の
地
方
は
、
肥
沃
な
堆
積
土
壌
に
め
ぐ
ま
れ
て
、
農
作
物
は
い
う
ま
で
も
な
く
桑
や
梓
の
生
育
に
遁
し
(
『
南
斉
書
』
巻
一
五
州
郡
志
下
〉
、
多

く
の
沼
津
は
水
産
資
源
が
豊
富
で
養
殖
漁
業
も
古
く
か
ら
さ
か
え
た
(
『
水
経
注
』
巻
二
八
汚
水
〉
。

ま
た
原
野
に
富
ん
で
牧
畜
が
盛
ん
で
、

と
り

わ
け
軍
馬
の
産
地
と
し
て
聞
え
(
『
梁
書
』
巻
二
張
弘
策
俸
〉
、
人
々
は
騎
射
が
得
意
で
(
『
南
斉
書
』
巻
二
五
張
敬
見
俸
)
、
尚
武
の
気
風
に
と
み
、

こ
の
た
め
南
朝
期
に
は
、
多
く
の
す
ぐ
れ
た
武
将
を
輩
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
兵
士
の
強
さ
に
は
定
評
が
あ
り
、
特
に
江
陵
(
刑
州
)

の
人
々
か
ら
畏
れ
ら
れ
た
(
『
梁
書
』
巻
一

O
粛
穎
薄
倖
〉
。
山
々
に
は
非
漢
民
族
「
鐙
」
が
盤
据
し
て
い
て
、
「
蟹
」
と
の
抗
争
も
ま
た
こ
う
し
た
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気
風
を
生
む
一
因
で
あ
っ
た
。
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そ
れ
ま
で
の
南
都
南
陽
に
か
わ
っ
て
裏
陽
は
軍
事
的
援
貼
と
し
て
一
段
と
地
位
を
昂
め
る
。
そ
の
時
属

が
三
園
期
の
政
局
に
多
大
の
影
響
を
輿
え
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
つ
レ
で
西
菅
の
呉
卒
定
に
果
し
た
役
割
に
は
絶
大
な
も
の
が

あ
っ
た
。
剤
州
刺
史
杜
預
は
、
前
線
基
地
裏
陽
の
強
銭
策
に
専
念
し
、
部
信
臣
の
六
門
堰
を
修
復
機
張
し
て
原
田
高
品
開
頃
を
濯
滅
す
る
な
ど
開

表
陽
は
軍
事
的
接
結
た
る
の
み
な
ら
ず
、
経
済
・
文
化
の
中
心
地
と
し
て
笑
え
た
。

後
漢
末
の
混
飢
期
を
む
か
え
る
と
、

設
を
推
進
し
た
〈
『
耳
白
書
』
径
三
四
本
俸
〉
。

し
か
し
こ
の
裏
陽
地
方
も
、
永
嘉
の
大
凱
期
に
は
度
重
ね
て
流
賊
の
流
冠
に
さ
ら
さ
れ
、

ま
た
績
い
て
後
越
の
占
領
に
あ
っ
て
甚
大
の
打
撃

を
う
け
た
。
例
え
ば

「
宗
族
の
強
盛
」
を
誇
っ
て
い
た
後
漢
の
察
瑠
以
来
の
名
族
察
氏
は
、
流
賊
王
如
の
掠
奪
と
殺
裁
で
二
宗
都
ベ
て
蚤

く
」
惨
朕
に
陥
っ
た
し
(
『
太
卒
御
覧
』
巻
六
九
地
部
三
四
引
『
刑
州
園
経
』
〉
、
石
勤
の
賂
郭
敬
の
攻
撃
で
裏
陽
城
は
破
壊
さ
れ
百
姓
も
荷
北
へ
並
致

さ
れ
た
(
『
菅
書
』
を
一

O
五
石
勅
載
記
下
)
。
こ
の
た
め
南
陽
消
陽
の
築
氏
(
『
梁
書
』
巻
一
九
楽
語
調
停
〉
、
南
陽
浬
陽
の
劉
氏
〈
『
南
斉
書
』
巻
五
四
高

趨
・
劉
叫
停
〉
、
同
じ
く
宗
氏
〈
『
刷
書
』
を
凶
二
宗
健
即
時
〉
、
新
野
郡
新
野
の
庚
氏
(
『
陥
書
』
各
七
八
慈
術
・
府
季
才
停
〉
ら
の
諸
豪
族
は
難
を
避
け
て

江
陵
へ
移
住
し
た
。
住
民
は
逸
早
く
南
下
し
て
江
陵
地
方
で
あ
る
い
は
漢
水
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
四
川
の
地
へ
と
流
亡
し
加
。
雷
地
方
の
人
口

は
激
減
し
荒
肢
が
甚
し
か
っ
た
。
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裏
陽
地
方
の
か
か
る
「
空
白
化
ー
」
は
「
盤
」
の
卒
野
部
へ
の
進
出
を
許
す
こ
と
に
も
な
っ
た
が
、
と
同
時
に
、
そ
れ
以
上
に
混
説
の
蛾
烈
な

華
北
各
地
か
ら
大
量
の
難
民
を
招
致
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
晋
代
、

た。

ほ
ぼ
四
次
の
ピ
l
ク
を
え
eか

い
て
波
紋
的
に
く
り
か
え
さ
れ

第
一
衣

永
嘉
大
範
の
際
。
主
に
司
州
(
河
南
・
山
西
)
か
ら
。
例
え
ば
、
河
南
の
宗
氏
(
『
宋
書
』
巻
八
三
宗
越
俸
)
、
河
東
解
の
柳
氏
(
『
新

唐
書
』
巻
七
三
上
・
宰
相
世
系
表
〉
。

第
二
次

四
世
紀
傘
ば
、
後
越
政
権
の
解
盟
会
一
五
二
)
と
桓
温
北
伐
の
時
期
。
司
州
や
薙
州
(
侠
西
〉
か
ら
。
例
え
ば
北
地
泥
陽
の
停
氏

(
『
宋
書
』
巻
四
八
縛
弘
之
停
〉
。

第
三
次

前
秦
持
堅
政
権
解
瞳
の
時
期
(
三
八
五
ご
ろ
)
。
秦
州
(
甘
粛
)
及
び
薙
州
か
ら
。
京
兆
杜
陵
の
章
氏
(
『
資
治
通
鑑
』
耳
目
紀
二
八
〉
、



扶
風
郡
の
魯
氏
(
『
宋
書
』
巻
七
四
魯
爽
停
)
な
ど
。

第
四
次
東
菅
極
末
、
劉
裕
の
開
中
卒
定
(
四
一
六
|
一
八
)
の
際
。
秦
州
及
び
薙
州
か
ら
。
京
兆
杜
陵
の
章
氏
(
『梁
書』

巻
一
二
章
叡
停
)、

京
兆
杜
陵
の
杜
氏
(
『{木
書
』
巻
六
五
社
験
停
)
、
京
兆
溺
城
の
王
氏
(
『
宋
書
』
巻
六
一
慮
陵
王
義
員
停
)
な
ど
。

か
か
る
相
つ
ぐ
流
住
に
東
菅
王
朝
は
、
僑
州
郡
師
怖
を
僑
立
し
て
安
堵
に
つ
と
め
つ
つ
も
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
一
定
の
把
握
を
は
か

っ
た。

裏
陽
地
方
に
は
、
司
、
梁
、
薙
、
秦
、
葉
、
揚
、
弁
、
議
諸
州
の
僑
郡
や
僑
豚
が
僑
立
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
華
北
各
地
か
ら
の
流
住
に
劃
躍
し
て
多
く
の
僑
州
郡
勝
が
僑
置
さ
れ
て
い
た
裏
陽
地
方
に
、
正
式
に
羅
州
ほ
そ
の
郡
廓
が
僑
置

さ
れ
る
の
は
、
そ
の
首
郡
た
る
京
兆
郡
が
「
復
立
」
さ
れ
た
東
菅
孝
武
帝
の
太
元
十
一
年
三
一
八
六
)
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
三
七

九
年
以
衆
前
秦
に
占
接
さ
れ
て
い
た
嘗
地
域
を
班
水
戦
勝
利
(
一
一
一
八
三
)
に
乗
じ
て
奪
回
し
た
後
の
こ
と
、
前
秦
政
権
が
解
瞳
に
瀕
し
て
開
中

が
大
混
組
に
陥
り
、
そ
の
騒
能
を
避
け
て
、
「
秦
・
薙
の
流
民
が
多
く
南
し
て
奨
河
に
出
で
」
(
『
宋
書
』
袋
三
七
州
郡
志
三
)
、
「
三
輔
の
豪
族
が

焚
河
に
流
」
住
し
た
の
に
こ
た
え
て
「
人
の
思
う
所
に
因
り
て
以
て
百
姓
を
安
ん
じ
た
」
措
置
で
あ

っ
て
、
第
三
次
流
入
時
黙
の
こ
と
で
あ
る

-113ー

(
『
太
卒
御
覧
』
各
一
六
八
州
郡
部
引
飽
至

『南
薙
州
記
』)。

裏
陽
地
方
は
、
第
二
次
流
住
前
の
威
康
八
年
(
一
一
西
二
〉
の
段
階
で
は
、
嘗
地
方
僑
置
の
僑
郡
豚
だ
け
で
な
く
漫
境
の
貫

土
郡
鯨
の
併
合
を
主
張
す
る
ま
で
に
「
民
戸
は
流
荒
」
し
て
「
寡
少
」
で
、
荒
股
が
甚
し
か
っ
た
。
し
か
し
相
い
つ
ぐ
流
住
の
結
果
、
都
依
が

赴
任
(
三
九
一
丁
九
八
)
し
た
四
世
紀
の
極
末
に
は
、

向
書
の
股
融
が
、

奮
民
甚
少
、
新
戸
梢
多
、

113 

と
稿
さ
れ
る
ま
で
に
回
復
す
る
(
『南
費
害
』
巻
一
五
州
都
志
下
)
。
僑
民
が
も
と
か
ら
の
住
民
を
人
口
の
上
で
も
匪
倒
し
、
そ
し
て
本
来
が
自
然

僚
件
に
め
ぐ
ま
れ
た
土
地
柄
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
彼
ら
を
中
心
に
再
び
開
設
が
進
め
ら
れ
て
着
貧
に
充
寅
へ
と
向
っ
て
い
た
様
子
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。
五
世
紀
初
め
の
魯
宗
之
の
赴
任
時
(
四
O
五
|
一
五
〉
に
「
蟹
」
劉
策
の
た
め
の
寧
蟹
校
尉
府
(
刺
史
粂
任
〉
が
新
置
さ
れ
る

の
も
(
『
宋
書
』
巻
囚
O
百
官
志
下
)
、
「
蜜
L

勢
力
の
仲
張
の
一
面
と
と
も
に
、
僑
民
主
軸
の
再
開
震
の
進
展
が
、
「
蜜
」
と
の
接
鰯
と
摩
擦
を
増
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大
し
激
震
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
一
面
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。

僑
薙
州
僑
置
の
は
じ
め
の
段
階
で
は
、
も
と
よ
り
喪
陽
が
劉
北
方
戦
略
上
の
絶
封
的
援
黙
で
あ
る
だ
け
に
そ
の
た
め
の
強
化
策
は
不
可
飲
で

あ
っ
た
が
、
州
絡
は
む
し
ろ
そ
の
た
め
に
も
僑
民
の
安
集
を
第
一
の
課
題
と
し
た
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
東
五
日
末
の
郡
依
(
『青
書
』
巻
六
七
都
嬰
附

本
俸
〉
や
楊
後
期
(
三
九
八
l
九
九
、

『音
書
』
各
八
四
木
停
)
、
特
に
魯
宗
之
(
四
O
五
l
一
五
、
『
宋
書
』
巻
七
四
魯
爽
俸
)
は
そ
の
た
め
に
土
民
か
ら

高
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
た
。
劉
宋
代
に
入
っ
て
も
猪
叔
度
(
四
一
一
一
一
!
二
四
、
『
宋
書
』
巻
五
二
本
停
〉
は
「
清
衡
」
を
基
本
方
針
と
し
、
績
く
劉
粋

(
四
二
四
1
一
一六、

『宋
書』

径
四
五
本
俸
)
も
「
聞
役
愛
民
」
を
旨
と
し
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
借
侶
二
千
除
人
を
還
俗
さ
せ
て
府
史
に
補
す
る
軍
府

充
買
策
を
断
行
し
た
。
と
は
い
え
四
三

O
年
頃
の
新
野
郡
の
荒
肢
を
停
え
る
記
事
も
見
ら
れ
(
『宋
雲』

径
五
一
長
沙
王
道
憐
停
)
、
裏
陽
地
方
が
深

刻
な
打
撃
か
ら
立
ち
直
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
北
親
に
よ
る
華
北
統
一
の
進
展
は
、
よ
り
積
極
的
な
強
銀
化
策
を
必
要
と
さ
せ

た
。
張
郁
(
四
二
八
|
一
一
一
一
、
『
宋
書
』
各
四
六
本
停
)
は
干
拓
法
に
よ
っ
て
農
地
数
千
頃
を
聞
き
、
劉
道
産
(
四
一
一
一
一
1
l

四二、

『宋
貴
国
』
各
六
五
本
停
)
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は
「
鐙
」
の
安
揺
に
専
念
し
て
絶
大
の
治
績
を
た
た
え
ら
れ
、
新
思
話
(
四
四
三
四
五
)
は
六
門
堰
の
修
復
に
意
を
用
い
(
『
宋
書
』
各
八
三
武
念

惇
)
、
武
陵
王
駿
(
四
四
五
|
四
八
〉
の
も
と
で
裏
陽
令
劉
秀
之
も
そ
の
修
治
を
継
績
し
(
『
宋
書
』
巻
八
一
本
俸
)
、
南
陽
太
守
沈
亮
は
蕪
醸
し
て
久

し
い
古
時
の
石
堰
や
馬
人
肢
の
修
復
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
と
い
う
(
『宋
書』

巻一

O
O自
序
〉
。
こ
の
よ
う
に
嘗
地
方
の
長
官
は
、
関
投
型
か

ら
積
極
開
設
型
へ
と
タ
イ
プ
を
嬰
え
て
、

「
笹
」
針
策
や
農
業
振
興
策
の
た
め
に
種
々
の
と
り
く
み
を
重
ね
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

僑
薙
州
お
よ
び
そ
の
僑
郡
豚
は
無
質
土
〈
非
境
域
〉
で
あ
り
、

こ
れ
ら
僑
郡
勝
が
立
て
ら
れ
た
裏
陽
等
の
諸
郡
鯨
は
行

こ
の
僑
潅
州
が
は
じ
め
て
質
土
化
し
て
固
有
の
境
域
を
有
す
る
の
は
、
元
嘉
二
三
1

二
五

年
(
四
四
六
|
四
八
〉
ご
ろ
、
荊
州
か
ら
裏
陽
・
南
陽
・
新
野
・
順
陽
の
四
郡
を
分
割
移
属
し
て
の
こ
と
で
あ
刻
。
こ
れ
は
、
武
陵
王
駿
の
「
皇

嘗
初
、

政
上
は
あ
く
ま
で
も
刑
州
(
江
陵
〉
に
所
属
し
た
。

子
重
鎮
」
に
つ
ぐ
、
文
帝
の
悲
願
H
北
伐
の
た
め
の
第
二
の
布
石
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
僑
薙
州
そ
れ
自
盟
は
質
土
化
し
た
が
、
し
か
し
そ

の
僑
郡
豚
は
無
責
土
の
ま
ま
で
、
「
猶
お
寄
寓
し
て
諸
々
の
郡
界
に
在
っ
た
」
。
こ
れ
ら
僑
薙
州
の
僑
郡
鯨
ー
ー
よ
り
正
し
く
は
僑
豚
が
自
か
ら

の
境
域
を
有
し
、
そ
れ
に
封
醸
し
て
僑
郡
も
ま
た
一
国
的
境
域
を
有
す
る
に
至
る
に
は
、
孝
武
帝
大
明
元
年
(
四
五
七
〉
に
は
じ
ま
る
、
所
謂
王



玄
誤
の
大
明
土
断
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
か
ら
四
字
世
紀
を
経
過
し
た
劉
宋
王
朝
極
末
の
こ
ろ
と
な
る
と
、
例
え
ば
、
受

揮
を
目
前
に
ひ
か
え
た
粛
道
成
は
、
裏
陽
に
は
他
族
の
任
命
を
墓
ま
ず
、
嫡
孫
の
文
恵
太
子
を
嘗
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
の
「
兵
馬
の
重

鎮
」
に
褒
展
す
る
の
で
あ
る
〈
『
南
斉
書
』
巻
一
一
一
文
惑
太
子
俸
)
。

軍
政
支
配
の
寅
態

僑
権
問
州
が
た
ど
る
前
述
の
ご
と
き
過
程
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
が
、
極
め
て
興
味
深
い
い
ま
一
つ
の
施
策
が
記
鍛
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
『
宋
書
』
巷
三
七
州
郡
志
三
薙
州
京
兆
郡
の
僚
に
、

権
問
州
僑
郡
、
先
属
府
、
武
帝
永
初
元
年
、
属
州
。

と
あ
る
、
文
脈
的
に
も
ほ
ぼ
濁
立
し
た
一
節
で
あ
る
。
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文
意
は
一
寵
し
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
礎
知
州
の
僑
郡
(
豚
)
は
、
劉
宋
王
朝
創
立
の
永
初
元
年
(
四
ヒ

O
)
に
、
統
轄
関
係
の
上
で
、

日
都
督
|
開
府
軍
府
の
支
配
下
か
ら
、
「
州
」

H
薙
州
の
統
属
下
へ
と
の
襲
更
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
永
初
元
年
以
前
に
は
、

僑
羅
州
下
の
僑
郡
(
鯨
)
は
軍
府
か
ら
総
韓
的
な
管
理
・
支
配
を
受
け
て
い
て
、
現
に
薙
州
が
設
け
ら
れ
ま
た
薙
州
刺
史
が
在
任
し
て
い
る
に

も
拘
ら
ず
、
し
か
し
そ
れ
は
現
貫
に
何
ら
機
能
せ
ず
、
刺
史
も
名
目
的
な
い
し
は
形
式
的
な
存
在
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
薙
州
に
は
そ
の
僑
置
の
太
元
十
一
年
会
一
八
六
〉
か
ら
永
初
元
年
(
四
二
O
〉
ま
で
の
凡
そ
三
十
五
年
に
わ
た
っ
て
、

の
た
め
の
州
職
の
機
構
が
設
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
|
|
こ
の
よ
う
な
事
態
を
も
あ
わ
せ
て
想
定
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

「府」

民
政
携
嘗
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い
ま
述
べ
た
と
こ
ろ
は
推
断
で
し
か
な
い
。
が
、
も
し
か
か
る
推
断
に
一
定
の
傍
誼
を
輿
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
か
か
る
改
饗
を
喚
び

起
こ
し
た
政
治
的
社
曾
的
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
@
僑
郡
鯨
な
る
も
の
の
基
本
的
性
格
や
本
質
を
解
明
す
る
上
に
、

@
か
か
る
記
録
は
他
の
僑
州
の
場
合
に
は
見
出
し
得
ず
、
こ
の
黙
で
そ
れ
は
特
殊
僑
薙
州
的
な
朕
況
な
い
し
は
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
目
下
の

と
こ
ろ
で
は
想
定
さ
れ
る
だ
け
に
、
僑
薙
州
が
そ
な
え
る
特
殊
性
の
把
握
に
、

ま
た
そ
れ
と
の
封
比
に
よ
っ
て
そ
の
他
の
僑
州
郡
勝
の
理
解
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に
、
の
そ
し
て
劉
宋
王
朝
成
立
と
時
を
同
じ
く
し
た
か
か
る
改
繁
の
施
行
は
、
劉
宋
王
朝
権
力
の
性
格
を
理
解
す
る
上
で
、
@
ま
た
更
に
は
菅

宋
交
替
期
に
お
け
る
裏
陽
を
中
心
と
し
た
嘗
該
地
域
社
禽
構
造
の
具
韓
的
究
明
の
上
で
、
等
々
、
有
力
な
手
が
か
り
や
硯
貼
を
用
意
し
提
供
し

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
で
き
る
。
以
下
に
述
べ
る
と
こ
ろ
は
そ
の
た
め
の
一
つ
の
試
論
で
あ
る
。

さ
て

『
宋
書
』
巻
八
三
宗
越
俸
の
交
の
記
事
は
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
唯
一
の
史
料
で
あ
る
。

宗
越
、
南
陽
葉
人
也
。
本
河
南
人
、

安
北
将
軍
越
倫
之
鎮
褒
陽
、
裏
陽
多
難

菅
凱
、

叉
土
断
層
葉
。

本
矯
南
陽
次
門
、

徒
南
陽
宛
師
問
、

姓
、
倫
之
使
長
史
迫
観
之
僚
次
氏
族
、
排
其
高
卑
。
観
之
貼
越
魚
役
門
。

す
な
わ
ち
、
永
嘉
の
大
槻
で
河
南
郡
か
ら
南
陽
郡
宛
鯨
へ
と
移
住
し
た
宗
氏
は
、
ま
た
も
や
土
断
に
よ
っ
て
南
陽
郡
葉
燃
に
属
籍
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
安
北
将
軍
・
薙
州
刺
史
絶
倫
之
が
各
地
か
ら
の
大
量
か
つ
雑
多
な
流
民
の
移
住
に
劉
虚
す
ベ
く
、
府
長
史
の
沼
錦
之
に
「
氏

族
を
傑
次
し
て
そ
の
高
卑
を
排
(
別
)
さ
せ
る
」
と
、
こ
の
宗
氏
は
南
陽
郡
の
「
次
門
」
か
ら
「
役
門
」
へ
と
格
下
げ
さ
れ
る
憂
目
を
こ
う
む

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
宗
氏
が
か
か
る
格
下
げ
を
強
い
ら
れ
た
の
は
、
華
北
各
地
か
ら
数
多
く
の
名
族
が
移
住
し
て
き
て
い
て
、
そ
の
た
め

に
生
じ
た
相
射
的
な
地
位
の
低
下
に
加
え
て
経
済
的
混
落
が
事
由
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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こ
の
黙
は
と
も
か
く
、
越
倫
之
が
薙
州
刺
史
に
在
任
す
る
の
は
、
五
日
宋
革
命
を
は
さ
ん
だ
東
菅
末
・
義
照
十
一
年
(
四
一
五
)
か
ら
劉
宋
初
・

A
リ
マ

永
初
三
年
(
四
二
二
)
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
因
み
に
安
北
将
軍
に
準
枕
す
る
の
は
永
初
元
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
目
下

の
課
題
た
る
僑
薙
州
下
僑
郡
鯨
の
「
属
府
」
か
ら
「
属
州
」
へ
の
移
管
と
全
く
時
を
同
じ
く
し
て
、
裏
陽
地
方
在
住
の
住
民
を
劃
象
に
門
族
そ

れ
ぞ
れ
の
高
卑
を
排
別
評
定
し
て
地
域
族
姓
秩
序
の
再
確
定
を
は
か
る
「
氏
族
俊
次
」
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
雨
施
策
の
か
か
る
同

時
性
は
、
単
な
る
偶
然
と
は
考
え
難
い
で
あ
ろ
う
。
雨
施
策
の
密
接
不
可
分
な
連
闘
が
強
く
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
氏
族
候
次
」
を
質
際
に
櫓
嘗
し
た
の
が
、
安
北
府
長
史
の
沼
観
之
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

加
え
て
特
に
注
目
し
た
い
こ
と
は
、

今
も
言
及
し
た
ご
と
く
「
氏
族
候
次
」
は
、
地
域
祉
舎
の
族
姓
的
階
層
秩
序
の
再
確
定
を
こ
そ
目
的
と
し
て
い
た
だ
け
に
、
そ
こ
に
は
軍
事

的
な
性
格
は
見
出
し
難
く
、
民
政
の
範
鷹
に
属
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
選
暴
に
よ
り
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
だ
け



に
、
州
職
の
中
で
も
「
吏
及
び
選
奉
の
事
」
を
職
一
掌
と
し
た
別
駕
従
事
史
や
西
曹
(
『
宋
書
』
巻
四

O
百
官
志
下
)
の
擢
嘗
が
最
も
遁
嘗
で
あ
る
よ

う
に
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
な
の
に
こ
の
場
合
は
、
府
長
史
が
擢
嘗
し
民
政
事
項
を
管
掌
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
責
は
、
こ
の
時
期
、
都

督

l
将
軍
府
が
こ
の
地
域
の
民
政
全
般
を
も
州
に
代
っ
て
統
轄
し
て
い
た
事
情
を
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
延
い
て

は
、
こ
の
時
期
の
僑
礎
知
州
に
は
、

そ
れ
自
瞳
の
州
職
機
構
が
設
置
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
蓋
然
性
を
も
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
宗
越
の
一
例
だ
け
で
、
上
に
述
べ
た
最
後
の
結
論
ま
で
も
た
だ
ち
に
推
断
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
宗

越
が
属
籍
し
て
い
た
南
陽
郡
は
こ
の
嘗
時
、
行
政
匡
劃
上
は
あ
く
ま
で
も
荊
州
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
し
て
、
そ
の
南
陽
を
は
じ
め
と
す
る
裏

陽
、
新
野
、
順
陽
、
場
合
に
よ
っ
て
は
義
陽
、
随
、
寛
陵
を
含
め
た
諸
郡
は
、
東
菅
初
期
か
ら
|
|
少
な
く
と
も
三
五
一
年
の
桓
沖
の
嚢
陽
鎮

守
以
降
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、
裏
陽
に
在
鎖
す
る
尚
北
諸
軍
事
な
い
し
は
河
中
諸
軍
事
等
督
賂
の
軍
事
統
督
下
に
置
か
れ
て
い
て
、
単
に
軍
事
面
と

い
わ
だ
け
で
な
く
民
政
面
に
あ
っ
て
も
、
事
買
上
、
本
来
の
統
州
た
る
荊
州
の
管
轄
下
か
ら
分
離
し
濁
立
す
る
貫
勢
に
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
、
そ
れ
だ
け
に
、
安
北
長
史
活
観
之
の
荊
州
南
陽
郡
属
籍
民
を
劃
象
と
し
た
「
氏
族
篠
衣
」
(
民
政
)
も
、
荊
州
刺
史
の
支
配
下
か
ら
事
買

上
分
離
濁
立
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
荊
州
諸
郡
を
の
み
針
象
と
し
た
だ
け
で
、
僑
薙
州
の
僑
郡
牒
に
は
及
ば
な
か
っ
た
、
と
い
う
解
樟
も
十
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分
に
成
立
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
疑
問
に
臆
え
得
る
十
分
な
史
料
的
根
擦
を
提
示
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

た
だ
し
か
し
な
が
ら
、
裏
陽
在
鎮
の
督
将
の
軍
事
統
督
権

は
、
前
記
裏
陽
等
の
諸
郡
だ
け
で
な
く
、

初
に
言
及
し
た
ご
と
く
、

同
時
に
裏
陽
地
方
に
僑
置
さ
れ
た
僑
州
僑
郡
の
穂
べ
て
を
劉
象
と
し
て
い
た
し
、
そ
れ
以
上
に
、
最

四
世
紀
極
末
の
時
貼
で
さ
え
こ
の
地
方
住
民
の
主
な
構
成
員
は
「
新
戸
」
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
か
か
る

僑
民
の
塵
倒
的
多
数
と
い
う
肱
況
は
、
東
菅
極
末
期
の
第
四
衣
流
住
で
一
段
と
加
乗
さ
れ
顕
著
と
な
っ
て
い
た
。
ま
さ
し
く
か
か
る
「
新
戸
」

の
華
北
各
地
か
ら
す
る
大
量
の
流
住
こ
そ
が
「
雑
姓
多
し
」
と
い
う
裏
陽
地
方
族
姓
鐙
制
の
混
劃
を
現
出
し
た
第
一
の
要
因
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

「
氏
族
篠
次
」
が
僑
礎
知
州
下
の
僑
民
を
そ
の
劉
象
か
ら
除
外
し
て
い
た
と
は
と
う
て
い
考
え
難
く
、

む
し
ろ
逆
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に
主
眼
は
、
彼
ら
僑
民
に
こ
そ
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
無
責
土
の
僑
照
民
や
僑
郡
民
は
、

な
る
ほ
ど
一
面
の
質
態
に
お
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い
て
ま
た
更
に
行
政
上
の
位
置
づ
け
に
お
い
て
溺
特
固
有
の
性
格
を
そ
な
え
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、

と
同
時
に
ま
た
、

現
土
着
籍
の
住
民

(
「
鶴
民
」
お
よ
び
宗
越
の
よ
う
な
土
断
属
籍
を
経
た
僑
民
)
と
同
一
一
地
域
内
に
郷
接
し
、
「
錯
範
」
(
『
南
史
』
巻
一
六
王
玄
諜
俸
)
し
て
生
活
し
て
い
た
場

合
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
「
氏
族
候
次
」
は
地
域
社
舎
秩
序
の
根
抵
に
開
わ
る
極
め
て
重
大
な
事
柄
で
あ
っ
た
か
ら

に
は
そ
の
遼
行
に
は
一
定
共
通
の
基
準
が
要
め
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と

l
l
こ
の
二
貼
か
ら
推
し
て
、
荊
州
か
ら
事
質
上
の
分
離
濁
立
の

朕
況
に
あ
っ
た
南
陽
等
の
荊
州
諸
郡
を
捲
賞
し
た
安
北
長
史
氾
凱
之
と
は
別
に
、
僑
薙
州
下
の
僑
民
だ
け
を
封
象
に
別
人
(
例
え
ば
潅
川
別
駕
や

問前
日)
に
よ
る
別
個
の
施
行
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
し
以
上
の
よ
う
な
推
論
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

南
陽
郡
腐
籍
の
宗
越
に
射
す
る
安
北
府
一長
史
沼
鋭
之
の
「
氏
族
候
次
」
の
寅
例
は
、
僑
濃
川
の
僑
郡
牒
が
軍
府
の
軍
政
支
配
下
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
更
に
一
歩
す
す
め
て
、
僑
薙
州
の
州
職
機
構
そ
の
も
の
の
級
如
と
い
う
嘗
初
の
想
定
の
一
誼
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

軍
政
支
配
と
僑
民
の
反
接

n
D
 

前
節
で
の
考
察
の
ご
と
く
、
劉
宋
王
朝
創
立
の
永
初
元
年
に
寅
施
さ
れ
た
僑
薙
州
下
郡
燃
の
「
属
府
」
か
ら
「
属
州
」

へ
の
移
管
の
具
僅
的

貧
相
の
一
つ
が
、
州
職
機
構
の
新
置
と
し
て
捉
え
得
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
「
氏
族
保
次
」
と
時
を
同
じ
く
し
た
そ
の
こ
と
の
意
味
も
た
だ
ち
に

諒
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
準
界
周
知
の
ご
と
く
、
民
政
機
構
た
る
州
府
の
官
職
韓
系
、
そ
れ
へ
の
就
任
は
、
そ
の
ま
ま
地
域
枇
舎
の
族
姓
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
に
封
醸
し
、
そ
の
公
的
確
認
と
制
度
的
保
障
の
機
能
・
役
割
を
猪
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
州
官
就
任
が
在
地
吐
舎
に
お

け
る
各
族
姓
の
地
位
を
端
的
に
表
示
す
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
州
職
機
構
の
新
立
に
際
し
て
、
各
地
方
か
ら
流
入
し
た
大
量

か
つ
雑
多
な
移
住
者
に
封
す
る
新
た
な
格
附
け
は
、

不
可
快
な
前
提
措
置
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

間
言
す
る
と
、
劉
宋
王
朝
の
成
立
と
同
時
に
か
か
る
政
策
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
高
組
劉
裕
の
基
本
方
針
が
、

の
族
姓
的
秩
序
の
積
極
的
肯
定
と
そ
れ
に
依
嫁
し
た
王
朝
位
制
の
確
立
に
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。
事
貫
そ
れ
は
、
革
命
に
先
き
立
つ
八

年
前
、
劉
毅
を
討
卒
し
て
刑
州
刺
史
を
粂
領
し
た
義
照
八
年
ハ
四
二
一
)、
緊
急
の
政
策
課
題
を
問
わ
れ
て
・
甲
永
〈
貌
郡
鏡
の
人
)
が
、

一
面
で
、
在
地
祉
舎

「
門
次
を



貫
絞
し
才
能
を
額
擢
す
る
」
ょ
う
答
え
る
と
、
即
刻
い
れ
て
、
高
節
の
土
・
宗
嫡
を
主
簿
に
勝
召
し
た
姿
勢
と
軌
を
一
に
す
る
。
宗
嫡
は
、
そ

の
租
先
が
永
嘉
の
乱
時
に
移
住
し
て
、

「
世
々
江
陵
に
居
た
」
南
陽
浬
陽
を
本
貫
と
す
る
奮
族
で
あ
る
(
『
宋
書
』
巻
九
三
際
遡
・
宗
嫡
俸
)
。

さ
て
、
推
論
し
て
き
た
ご
と
く
に
三
八
六
年
の
僑
置
か
ら
四
二

O
年
ま
で
、
僑
薙
州
の
名
族
は
州
職
機
構
の
絞
如
の
た
め
に
、
州
職
起
家
を

は
じ
め
と
し
て
州
職
就
任
の
チ
ャ
ン
ス
を
奪
わ
れ
て
お
り
、
在
地
名
族
た
る
制
度
的
保
障
を
快
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
僑
民
の
聞
に
は
不

私
は
そ
の
一
例
を
、
章
華
(
京
兆
郡
杜
陵
の
人
〉
の
叛
蹄
に
見
出
し
得
る
よ

満
や
反
援
が
欝
積
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
て
く
る
。

A
f
U7
 

h
H
V
 

う
に
考
え
る
。

章
華
は
、
前
漢
の
丞
相
章
賢
よ
り
以
来
、
世
々
コ
ニ
輔
の
著
姓
」
と
し
て
聞
え
た
「
薙
州
の
墓
族
」
で
、
所
謂
東
巻
章
氏
の
中
で
も
後
世

「
小
遁
遁
公
房
」
と
稽
さ
れ
る
系
統
に
属
す
る
。
こ
の
一
族
は
、
永
嘉
の
観
に
も
郷
里
に
留
ま
り
、
意
華
は
そ
の
父
章
鍾
と
と
も
に
持
堅
の
各

遇
を
う
け
、
持
堅
の
裏
陽
攻
略
の
三
七
八
年
頃
に
は
、
章
鍾
が
梁
州
刺
史
に
、
章
華
が
清
宵
黄
門
郎
に
就
任
し
て
お
り
、
更
に
鍾
は
、
待
氏
政

権
末
期
の
三
八
五
年
頃
、
尚
書
に
準
官
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
章
氏
が
東
菅
へ
亡
命
す
る
の
は
、
そ
の
三
八
五
年
ご
ろ
の
こ
と
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で
、
慕
容
沖
(
西
燕
)
に
執
え
ら
れ
た
章
鍾
・
撃
謙
父
子
が
今
度
は
慕
容
沖
に
協
力
し
て

郡
安
民
か
ら
「
潅
州
の
華
族
」
に
あ
る
ま
じ
き
不
忠
不
義
の
行
動
と
手
巌
し
く
批
難
さ
れ
て
鍾
は
自
殺
し
、
そ
の
子
章
謙
・
章
華
兄
弟
が
裏
陽

へ
来
奔
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
次
流
入
の
時
軸
'
の
こ
と
で
、
ま
さ
し
く
か
か
る
「
三
輔
豪
族
」
の
流
住
に
封
躍
す
べ
く
嚢
陽
に
僑

潅
州
が
正
式
に
僑
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

コ
ニ
輔
の
民
を
招
集
」

鴻
靖
国
盟
主
の

せ
ん
と
し
て
、

し
か
し
な
が
ら
そ
の
章
華
は
、
隆
安
二
年
(
三
九
八
〉
十
二
月
、
「
京
兆
の
章
華
・
諜
郡
の
夏
侯
軌
・
始
卒
の
耀
眺
ら
は
裏
陽
の
流
人
一
高
を

率
い
て
晋
に
叛
む
き
、
(
銚
)
輿
に
奔
っ
た
」
の
で
あ
る
(
『
奇
書
』
巻
二
七
挑
輿
載
記
上
)
。
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こ
の
時
期
の
東
菅
王
朝
は
、
中
央
で
は
司
馬
道
子
・
元
顧
父
子
の
一
一
窯
が
寵
呆
の
幼
主
安
帝
の
も
と
で
も
引
き
績
い
て
擢
力
を
ほ
し
い
ま
ま

に
し
て
い
た
し
、
地
方
で
は
、
方
銀
割
擦
の
軍
闘
が
連
合
し
て
、
反
政
府
の
動
き
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
た
。
盟
主
王
恭
の
敗
死
で
一

E
後
退
を

儀
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
軍
関
連
合
は
、
意
華
飯
野
の
直
前
た
る
十
月
に
は
、
荊
州
(
江
陵
〉
で
主
導
権
を
掌
握
し
た
桓
玄
を
盟
主
に
再
び
態
勢
を
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整
え
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
江
陵
を
齢
風
の
自
と
す
る
反
中
央
の
動
き
は
、
裏
陽
に
も
た
だ
ち
に
波
及
し
、
礎
知
州
軍
府
を
混
凱
と
分
裂
に

巻
き
こ
ん
だ
。
中
央
政
府
に
連
繋
す
る
刺
史
郡
依
は
、
府
司
馬
郭
枇
ら
の
軍
閥
波
を
粛
清
し
て
鐙
制
を
固
め
た
が
、
軍
閥
連
合
の
策
略
に
屈
し

て
楊
後
期
の
準
駐
を
や
す
や
す
と
許
し
、
か
く
て
郡
依
は
向
書
に
徴
還
更
迭
(
腕
任
の
途
中
、
暗
殺
)
、

e

ブ
レ
ー
ン
の
閤
丘
羨
は
殺
さ
れ
た
。

し

か
し
新
た
に
鎮
守
し
た
楊
後
期
も
桓
玄
と
反
目
し
、
軍
閥
連
合
自
瞳
も
分
裂
の
様
相
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
時
期
、
東
菅
王

朝
は
園
家
政
治
の
レ
ベ
ル
で
も
、
ま
た
ミ
ク
ロ
な
裏
陽
に
あ
っ
て
も
混
蹴
と
無
秩
序
は
一
段
と
深
刻
の
度
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と

h
全
く
掛
照
的
に
、
一
方
の
後
秦
王
朝
は
、
英
主
挑
興
が
意
欲
的
に
政
治
に
と
り
く
み
、
強
固
な
統
一
と
隆
盛
を
ほ
こ
っ
て
い
た
。
か
か
る
南

北
南
園
家
の
極
端
に
封
照
的
な
あ
り
方
が
、
章
華
を
し
て
東
区
日
王
朝
を
み
か
ぎ
っ
て
再
び
故
郷
へ
と
逃
婦
せ
し
め
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

は
、
東
晋
の
政
情
を
下
問
し
た
挑
輿
に
答
え
る
章
華
自
身
の
言
葉
l

|
東
菅
の
皇
帝
に
は
そ
の
権
威
は
あ
る
が
園
政
を
統
轄
す
る
能
力
も
寅
樺

も
な
く
、
政
治
は
大
臣
連
中
が
聾
断
し
て
統
一
性
を
絞
い
て
い
る
、
云
々
ー
ー
に
も
明
ら
か
と
い
え
る
。
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だ
が
し
か
し
私
は
、
更
に
い
ま
一
貼
、
官
達
の
不
遇
に
劃
す
る
不
満
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
考
え
る
。
確
か
に
東
五
日
王
朝
は
、

A
m可

「
薙
州
の
草
族
」
た
る
章
氏
や
始
卒
郡
の
姓
族
腿
氏
ら
の
南
婦
を
む
か
え
る
い
い
、
僑
礎
知
州
郡
鯨
を
僑
置
し
て
一
定
の
封
臨
服
姿
勢
を

ー寸

輔
の
著
姓
L

「
門
地
一
一
品
」
層
に
濁
占
さ
れ
つ
つ
あ
っ
て
、
か
か
る
門
閥
貴
族
佳
制
固
定
化
の
趨

A
司

A
U、

勢
下
に
お
い
て
彼
ら
「
晩
渡
北
人
L

ハ
「
荒
倦
」
〉
の
官
達
が
巌
し
く
阻
害
さ
れ
て
い
た
。
か
か
る
一
般
的
朕
況
に
加
え
て
こ
と
僑
薙
州
に
関
す
る

示
し
は
し
た
。

し
か
し
こ
の
首
時
す
で
に
中
央
官
界
は
、

限
り
、
中
央
進
出
を
抑
制
さ
れ
て
い
た
が
故
に
そ
れ
だ
け
一
層
、
彼
ら
が
本
擦
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
そ
の
「
郷
里
」
祉
舎
に
あ
っ
て
、
彼

ら
「
墓
族
」
「
著
姓
」
を
正
首
に
位
置
づ
け
し
許
慣
す
る
制
度
的
保
障
、

卸
ち
州
職
機
構
が
用
意
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
が
よ
り
重
大
か
つ
直
接
的
な
理
由
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
現
に
前
引
の
『
亙
日
書
』
挑
輿
載
記
も
、
ま
た
『
菅
書
』
巻
一

O
安
帝
紀
も

こ
の
こ

「
京
兆
の
章
華
」
と
肩
書
き
に
は
皐
に
籍
貫
を
記
す
だ
け
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
前
秦
の
も
と
で
父
奪
鍾
は
要
官
街
書
に
あ
り
章
華
自
身

も
清
官
黄
門
郎
の
経
歴
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
南
野
後
の
奪
華
は
、
何
ら
の
官
職
も
記
さ
れ
ず
、
全
く
の
無
官
の
ま
ま
で
裏
陽
に

放
置
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
見
る
べ
き
官
職
を
輿
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
、
と
も
か
く
十
儀
年
聞
に
わ
た
っ
て
不
遇
を
強
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は



確
か
で
あ
る
。

右
の
想
定
に
関
連
し
て
、
章
華
ら
が
逃
鯨
し
た
後
秦
王
朝
の
銚
興
が
強
力
な
指
導
力
を
震
揮
し
て
と
り
く
ん
で
い
た
善
政
の
中
で
も
、
儒
皐

の
奨
勘
と
並
ん
で
、
度
量
康
く
政
治
的
献
言
を
受
け
い
れ
て
、
「
一
言
の
善
あ
ら
ば
威
な
瞳
異
さ
れ
た
」
と
い
う
人
材
抜
擢
策
や
才
徳
粂
備
の

土
の
優
遇
策
に
は
特
に
注
目
さ
れ
よ
う
。
黄
門
部
古
成
説
、
中
書
侍
郎
王
向
、
尚
書
郎
馬
岱
ら
は
、
雅
正
の
文
章
を
賞
さ
れ
て
機
密
を
参
掌
し

た
。
ま
た
、
時
事
を
上
陳
し
た
京
兆
の
杜
理
、
鴻
切
の
士
口
獣
、
始
卒
の
周
賓
ら
は
、
み
な
美
官
に
抜
擢
任
命
さ
れ
た
と
い
う
。
社
理
(
京
兆
社

陵
)
と
士
口
駅
〈
鴻
錫
池
陽
)
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
王
備
は
京
兆
覇
城
の
人
、
馬
岱
は
扶
風
郎
の
人
と
も
想
定
で
き
、
い
ず
れ
も
著
名
の
族
姓
と

見
な
さ
れ
る
。
勿
論
、
彼
ら
の
抜
擢
や
親
任
は
、
彼
ら
自
身
の
拳
才
や
識
見
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
名
族
と
は
見
な
し
難
い
古
成
読

や
周
賓
ら
の
重
任
を
も
併
せ
考
え
る
と
、
挑
輿
の
基
本
方
針
は
、
単
純
な
名
族
第
一
主
義
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ
で
も
故

郷
に
留
ま
っ
た
名
族
に
は
、
官
達
の
チ
ャ
ン
ス
が
開
放
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
裏
陽
に
南
簡
し
た
意
華
ら
が
東
晋
王
朝
か
ら
強
い
ら

れ
た
不
遇
朕
況
と
は
く
っ
き
り
と
封
照
を
な
し
て
い
る
。
挑
輿
に
こ
た
え
た
章
華
の
よ
り
一
般
的
か
つ
建
前
的
な
言
葉
の
根
抵
に
は
、
現
寅
的

な
利
害
関
心
が
臆
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
念
の
た
め
に
確
認
す
る
が
、
意
華
や
膳
眺
の
肩
書
き
に
州
官
す
ら
も

記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
僑
薙
州
の
僑
郡
豚
が
「
属
府
」
で
あ
っ
た
こ
の
嘗
時
の
、
州
職
機
構
の
依
如
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
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四

み
な
し
の
経
歴
|
|
縛
弘
之
の
例
を
中
心
に
|
|

劉
宋
王
朝
創
立
の
永
初
元
年
(
四
二
O
)
以
前
の
僑
薙
州
の
僑
郡
豚
が
「
属
府
」
で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
を
遁
究
し
、

の
具
瞳
的
貧
相
の
一
つ
、
が
州
職
機
構
の
歓
如
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
そ
の
傍
謹
に
つ
と
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
「
属
府
」
の
時
期
の
薙
州
に
州
職
機
構
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
示
す
る
史
料
が
管
見
の
か
ぎ
り
二
例
見
出
さ
れ
て
、
首
初
の
想
定
と

こ
れ
ま
で
の
傍
誼
と
を
峻
拒
す
る
か
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
二
例
に
披
討
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
私
は

そ

121 

第
一
例
は
、

『
宋
書
』
巻
四
八
に
立
俸
さ
れ
る
待
弘
之
の
事
例
で
あ
る
。
痔
弘
之
さ
一
七
七
|
四
一
八
)
は
、
北
地
泥
陽
の
人
で
、
高
租
は
周
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知
の
待
瓶
、
曾
祖
の
暢
も
後
越
の
-秘
書
丞
に
の
ぼ
る
な
ど
胡
族
政
権
下
で
も
栄
達
を
持
績
し
た
著
名
の
潅
州
の
名
族
で
、
こ
の
一
族
が
裏
陽
地

方
へ
南
渡
す
る
の
は
後
遡
政
権
解
桂
の
第
二
次
流
入
の
時
貼
で
あ
る
。

問
題
の
記
事
は

桓
玄
の
東
音
王
朝
裳
奪
(
四

O
一二
〉
以
前
の
こ
と
と

し
て

少
伺
償
有
大
志
、
篤
本
州
主
簿
、
穆
秀
才
、
不
行
、

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
本
州
」
が
具
位
的
に
僑
潅
州
を
指
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
書
例
か
ら
見
て
も
、

ま
た
後
に
劉
裕

が
開
中
を
奪
回
し
て
寅
土
薙
州
を
回
復
し
た
時
(
四
一
七
一
八
)
、
得
弘
之
が
そ
の
潅
州
治
中
従
事
史
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
私
の
想
定
に
よ
れ
ば
僑
薙
州
に
は
州
職
機
構
が
設
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
時
貼
で
の
州
主
簿
の
存
在
と
州
秀
才
制
の
賓
施

と
を
こ
の
記
事
は
博
え
る
の
で
あ
る
。

第
二
例
は

『
梁
書
』
巻
一
二
章
叡
附
愛
停
に
、

q
L
 

愛
字
孝
友
、
:
:
:
、
高
祖
父
贋
、
盃
日
後
軍
将
軍
・
北
卒
太
守
、
曾
粗
軌
、
以
孝
武
太
元
之
初
南
遷
裏
陽
、
矯
本
州
別
駕
、
散
騎
侍
郎
、

組

公
循
、
宋
義
陽
太
守
、

父
義
正
、
早
卒
、

と
あ
る
、
章
愛
の
曾
祖
軌
の
事
例
で
あ
る
。
意
愛
は
京
兆
杜
陵
を
本
貫
と
す
る
薙
州
き
つ
て
の
名
族
で
あ
っ
て
、
曾
粗
章
軌
が
別
駕
に
就
任
し

た
と
い
う
「
本
州
」
が
僑
潅
州
を
指
す
こ
と
は
、
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
自
明
で
あ
る
が
、
そ
の
時
黙
も
「
太
元
之
初
」
に
裏
陽

へ
南
開
し

「
麗
府
」
の
時
期
に
嘗
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
の
事
例
も
ま
た
私
の
想
定
に
低
燭
す
る
。

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
二
例
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
い
う
な
ら
ば
、
停
弘
之
と
章
軌
の
こ
の
官
歴
記
載
は

い

て
い
る
以
上
、

ず
れ
も
事
貧
と
は
見
な
し
難
い
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
梁
の
元
勲
武
将
郵
元
起
の
事
例
が
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

部
元
起
字
仲
居
、
南
郡
嘗
陽
人
也
O
i
-
-
-起
家
州
国
附
議
曹
従
事
史
、
勝
奉
朝
請
。

と
あ
っ
て
、
部
元
起
が
本
州
た
る
剰
州
の
議
曹
従
事
史
に
起
家
し
て
奉
朝
請
に
鱒
じ
た
こ
と
を
明
記
し
、
郷
里
祉
舎
に
あ
っ
て
歴
と
し
た
「
士

『
梁
書
』
巻
一

O
郵
元
起
俸
に
は
、



流
」
の
家
柄
に
属
し
た
こ
と
、
そ
し
て
か
か
る
在
地
名
族
に
ふ
さ
わ
し
く
州
従
事
|
|
奉
朝
請
の
昇
進
コ

l
ス
を
通
例
の
ご
と
く
た
ど
っ
た
こ

と
を
博
え
る
の
で
あ
る
。

全
く
逆
の
事
情
を
停
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い

る
。
い
ま
は
原
文
の
引
用
を
割
愛
し
て
要
旨
だ
け
を
記
す
な
ら
ば
、
部
元
起
は
も
と
も
と
「
名
も
地
も
卑
潰
」
で
あ
っ
た
か
ら
も
と
よ
り
州
官

起
家
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
そ
の
た
め
に
梁
武
帝
革
命
軍
国
の
武
将
と
し
て
活
躍
し
て
出
世
し
て
も
、
依
然
と
し
て
郷
里
祉
舎
で
は
「
土

か
く
て
部
元
起
は
元
勤
武
将
・
盆
州
刺
史
の
権
威
と
高
位
を
縫
子
に
し
て
粂
ね
て
か
ら
の
宿
願
た
る

し
か
し
な
が
ら
そ
の
郵
元
起
に
つ
い
て

『
南
史
』
巻
四
九
庚
果
之
附
幕
俸
に
は
、

流
」
と
は
認
め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
、

郷
里
「
土
流
」
層
へ
の
仲
間
入
り
を
果
す
ベ
く
、

「
籍
」
に
州
従
事
に
起
家
し
た
よ
う
に
書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
剤
州
刺
史
に
願
い
出
た
、

刺
史
の
粛
憎
ハ
武
帝
の
弟
〉
は
そ
の
願
い
を
い
れ
て
、

別
駕
従
事
史
の
庚
華
に
然
る
べ
き
手
績
き
を
命
じ
た
、

し
か
し
荊
州
族
姓
秩
序
の
頂
黙

に
立
ち
そ
の
維
持
を
自
か
ら
の
使
命
と
し
た
庚
世
帯
は
頑
と
し
て
首
を
た
て
に
ふ
ら
ず
、

つ
い
に
郵
元
起
は
墓
み
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

-123ー

た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
事
賓
聞
係
で
不
分
明
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
記
載
そ
の
ま
ま
の
事
柄
が
史
寅
で
あ
っ
た
か
は
は
な
は
だ
疑
問
と
さ

一
定
の
「
員
寅
」

1

1
州
官
が
地
域
社
舎
に
お
い
て
も
つ
意
味
ハ
前
述
)
、
名
族
層
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
秩
序
維
持
の
強
い
姿
勢
、

A
q
 

ん
H
V

し
そ
れ
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
新
興
層
の
動
き
等
ー
ー
を
俸
与
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
、

し
か

れ
る
が
、

『
梁
書
』
と
『
南
史
』
の

相
互
に
矛
盾
す
る
記
載
を
封
比
し
て
ま
ず
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、

。
。
。
。

ぽ
、
『
南
史
』
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ま
ず
普
通
に
は
生
じ
得
な
い
こ
と
、
従
っ
て
、

『
梁
書
』
の
ご
と
く
郵
元
起
が
貧
際
に
州
官
で
起
家
し
た
の
で
あ
る
の
な
ら

『
梁
書
』
本
俸
の
州
議
曹
従
事
史
起
家
の
記
載
(
「
鱒

奉
朝
請
」
も
問
じ
〉
は
虚
偽
で
あ
る
と
判
断
し
て
も
ま
ず
誤
り
が
な
い
こ
と
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
虚
偽
の
官
歴
が

に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は

部
元
起
そ
の
人
に
つ
い
て
み
れ

『
梁
書
』

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

ば
、
生
前
か
死
後
か
、
と
も
か
く
悲
願
を
達
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
我
々
の
こ
れ
ま
で
の
関
心
に
卸
し
て
よ
り
一
般
化
し
て
い
う
な

123 

ら
ば
、
後
の
時
黙
か
ら
す
る
遡
及
的
な
官
歴
操
作
が
公
的
に
も
行
な
わ
れ
た
こ
と
、

ま
さ
し
く
郵
元
起
が
州
従
事
起
家
と
上
籍
さ
れ
る
こ
と
を
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請
願
し
、

ま
た
刺
史
が
そ
の
願
い
を
容
認
し
た
の
も
か
か
る
一
般
的
風
潮
な
い
し
は
貧
態
を
背
景
と
し
て
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

台、

か
る
後
の
時
瓢
で
操
作
さ
れ
た
虚
偽
の
官
歴
が
、

正
史
に
事
賓
と
し
て
-
記
載
さ
れ
た
こ
と
ー
ー
か
か
る
事
情
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
い
わ
ば
史
料
上
の
問
題
は
、

そ
の
王
朝
の
歴
史
書
た
る
「
園
史
」
の
編
纂
が
公
的
に
着
手
さ

王
朝
が
創
立
さ
れ
る
と
ま
も
な
く、

れ
、
所
謂
正
史
(
救
撰
史
書
)
な
る
も
の
も
、

そ
の
「
園
史
」
に
専
ら
依
援
し
て
撰
述
さ
れ
た
と
い
う
嘗
時
の
修
史
の
あ
り
方
に
深
く
闘
わ
り
、

」
の
貼
に
淵
源
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

『
梁
書
』
列
俸
の
分
析
を
通
し
て
越
翼
は
、

『
梁
書
』
が
梁
王
朝
下
で
編
述
さ
れ
た
「
園
史
」

に
全
面
的
に
依
援
す
る
こ
と

そ
の
た
め
に
『
梁
書
』
に
は
、

「
よ
い
こ
と
は
み
な
書
き
、
悪
い
こ
と
は
隠
し
て
書
か
な
い
」
と
い
う
偏
向
が

は
な
は
だ
し
い
こ
と
を
明
快
に
指
摘
し
て
い
る
が
(
『
廿
二
史
劉
記
』
巻
九
「
梁
醤
悉
嬢
園
史
立
俸
」
)
、
こ
の
よ
う
な
趨
翼
指
摘
の
事
由
(
史
官
の
幽

筆
)
に
加
え
て
、

偏
向
と
い
う
の
み
な
ら
ず
虚
偽
す
ら
も
記
載
さ
れ
る
の
は
、

「園
史
」
編
纂
の
段
階
で
史
官
(
著
作
郎
な
ど
)
が
基
づ
い
た
材

料
自
障
が
、
例
え
ば
『
梁
書
』
都
元
起
俸
の
官
摩
記
載
が
虚
偽
の
官
歴
を
加
記
し
た
「
籍
」
を
基
礎
史
料
と
し
て
い
た
よ
う
に
、

一
定
の
操
作

-124-

を
経
た
文
書
、

い
わ
ば
樺
力
公
認
の
偽
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
に
『
梁
書
』
都
元
起
俸
を
通
し
て
か
い
ま
見
た
「
正
史
」
の
一
性
格
は
、
同
様
の
編
纂
事
情
か
ら
し
て
『
宋
書
』
に
も
基
本
的
に
認
め
る

4
nリ

ん
H
い

こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
首
面
の
テ
l
マ
た
る
縛
弘
之
の
本
州
(
薙
州
)
主
簿
・
秀
才
も
事
貫
で
は
な
く
、

一
種
の
み
な
し
の
官
歴
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

後
か
ら
遡
及
し
て
加
え
ら
れ
操
作

さ
れ
た
経
歴
な
の
で
あ
り
、

は
、
劉
裕
の
ク
ー
デ
タ
ー
以
降
、
終
始
、
劉
裕
側
の
臨
終
と
し
て
活
躍
す
る
。
そ
し
て
東
菅
極
末
の
開
中
征
伐
に
も
、
嘗
時
順
陽
太
守
で
あ
っ

一
位
に
、
早
く
か
ら
反
桓
玄
涯
に
く
み
し
た
縛
弘
之

た
縛
弘
之
は
務
州
刺
史
越
倫
之
の
指
揮
下
で
従
行
し
、

目
ざ
ま
し
い
活
躍
を
示
し
て
劉
裕
第
一
の
愛
子
た
る
庫
陵
王
義
員
の
潅
州
治
中
従
事

史

や
が
て
北
伐
軍
は
深
刻
な
内
紛
に
陥
り
、
そ
こ
へ
赫
連
勃
勃
の
猛
攻
が
加
わ
っ
て
、
開
中
か

ら
の
退
却
を
除
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の
時
も
侍
弘
之
は
殿
軍
の
任
を
も
っ
て
奮
闘
を
重
ね
た
が
、
北
伐
軍
は
壊
滅
的
な
敗
北
を
喫
し
た
。
義
民

は
か
ろ
う
じ
て
南
信
仰
し
た
も
の
の
待
弘
之
は
捕
え
ら
れ
、
降
伏
の
勤
め
を
か
た
く
な
に
拒
ん
だ
た
め
に
巌
寒
の
戸
外
に
裸
で
さ
ら
さ
れ
、
つ
い

に
叫
罵
し
績
け
て
絶
命
し
た
の
で
あ
る
〈
四
二
歳
)
。
こ
の
よ
う
に
停
弘
之
は
劉
宋
王
朝
の
創
立
を
見
ず
し
て
妊
絶
な
死
を
と
げ
た
が
、
劉
裕
政

つ
レ
で
西
戎
府
司
馬
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
が
、



権
の
成
立
と
瑳
展
に
果
し
た
軍
事
的
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
彼
の
本
州
吐
憎
い
ゆ
.
ヴ
ゆ
経
歴
は
、
王
朝
成
立
後
に
彼
の
功
績
と
調
節
の

，門
U
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
追
認
さ
れ
た
み
な
し
の
経
歴
で
あ
る
と
私
に
は
確
信
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
太
元
之
初
」

行
動
に
報
い
る
べ
く
輿
え
ら
れ
た
恩
典
で
あ
り
、

二
十
一
年
聞
に
及
ん
だ
太
元
年
聞
の
中
で

も
、
担
水
の
戦
い
は
八
年
、
東
晋
の
裏
陽
奪
回
は
翌
九
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
記
載
に
卸
し
て
巌
密
に
解
す
れ
ば
、
意
軌
の
南
遁
は
梓
堅
全

第
二
例
の
章
軌
に
つ
い
て
は
、

章
軌
の
裏
陽
南
遁
の
時
黙
を

と
す
る
こ
と
は
、

盛
期
で
の
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

か
か
る
事
責
は
ほ
と
ん
ど
想
定
し
難
く
、

こ
の
貼
で
記
載
の
正
確
性
に
は
疑
問
が
生
ず
る
。
更
に
章
叡

(
四
四
二
l
五
二

O
〉
の
族
弟
で
あ
る
章
愛
は
、
早
卒
の
た
め
に
無
官
に
移
っ
た
父
を
も
つ
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
系
譜
が
僅
か
高
祖
の
世
代
で
西

菅
の
後
軍
将
軍
(
三
日
間
官
)
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
も
少
な
く
と
も
一
世
代
は
少
な
い
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
、
異
常
の
感
を
否
み

得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
も
そ
も
が
、
被
立
停
者
の
曾
租
の
官
歴
で
あ
る
こ
と
自
瞳
が
、

げ
か
け
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
記
載
の
信
恵
性
に
も
大
き
な
疑
問
を
投
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「
属
府
」
段
階
で
の
僑
礎
知
州
に
お
け
る
州
職
機
構
の
飲
如
と
い
う
嘗
初
の
想
定
を
否
定
す
る
か
に
見
え
る
二
つ
の
史
料
を
、
よ

り
重
大
な
『
宋
書
』
停
弘
之
俸
の
事
例
に
力
離
を
置
い
て
検
討
し
て
き
た
。
私
の
見
解
で
は
そ
の
記
載
は
、
州
の
上
級
職
が
在
地
名
族
層
に
よ

っ
て
濁
占
さ
れ
、
州
職
そ
れ
自
瞳
が
地
域
社
舎
に
お
け
る
族
姓
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
そ
の
ま
ま
に
反
映
す
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
機
能
し
た

現
賓
と
そ
れ
に
副
鷹
す
る
観
念
を
背
景
と
し
て
、
首
該
人
物
・
そ
の
一
族
の
地
域
的
名
族
性
を
確
認
あ
る
い
は
表
示
す
べ
く
、
擢
力
に
よ
っ
て

恩
典
と
し
て
後
か
ら
遡
及
し
て
興
え
ら
れ
た
み
な
し
の
経
歴
に
ほ
か
な
ら
ず
、
も
と
よ
り
事
責
そ
の
も
の
を
-
記
録
し
た
も
の
で
は
な
い
と
剣
断

以
上
私
は
、つ

ま
り
、
親
貼
を
か
え
て
今
少
し
く
附
言
す
る
な
ら
ば
こ
れ
ら
二
例
は
、
宋
代
中
期
以
降
に
重
大
化
す
る
戸
籍
の
注
記
を
ご
ま
か
し

て
庶
が
士
身
分
を
獲
得
す
る
戸
籍
偽
濫
の
問
題
で
、
梁
の
初
め
に
沈
約
が
、
年
続
や
官
職
の
知
識
も
な
い
「
愚
下
」
ど
も
の
や
り
口
に
つ
い
て

さ
れ
た
。

指
摘
し
た
よ
う
な

「
此
の
時
に
は
こ
の
府
は
な
く
、
此
の
時
に
は
此
の
圏
は
な
い
」
の
に
、

父
組
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
府
官
や
園
官
に
就
い
た

と
偽
注
す
る
と
い
う
下
手
な
イ
ン
チ
キ
と
も
、

一
面
の
共
通
性
を
も
っ
操
作
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
〈
『
逼
典
』
各
三
食
貨
三
郷
黛
〉
。
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五

薙
州
以
外
の
僑
郡
腺
|
|
揚
州
義
成
郡
を
中
心
に
|
|

最
初
に
指
摘
し
た
よ
う
に
蓑
陽
地
方
に
は
、
礎
知
州
の
僑
郡
牒
以
外
に
司
、
梁
、
泰
、
翼
、
弁
等
諸
州
の
僑
郡
や
僑
鯨
が
数
多
く
東
菅
時
代
に

僑
置
さ
れ
た
。
そ
れ
等
の
中
に
は
療
省
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
非
薙
州
の
僑
郡
豚
も
ま
た
、
嘗
初
は
軍
府
の
支
配
下
に

そ
れ
が
漉
州
の
民
政
移
管
と
同
時
に
、
同
様
の
措
置
を
受
け
た
よ
う
に
想
定
で
き
る
。
以
下
、
そ
の
寅
情
を
見
て
み
た
い
。

あ
り
、ま

ず
第
一
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
非
難
州
僑
郡
の
礎
知
州
へ
の
く
り
入
れ
、
す
な
わ
ち
裏
陽
地
方
僑
郡
豚
の
薙
州
一
本
化
が
、
遅
く
と
も
四

(
永
初
二
〉
年
以
前
に
貫
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

三
三
二
年
の
僑
置
以
降
、
こ
の
義
成
郡
は
、
例
え
ば
、
桓
沖
合
一
五
一

i
六
一
〉
が
及
ぼ
す
べ
き
軍
事
統
督
権
下
に
て
「
揚
州
之
義
成
郡
」
と
明

一一一

い
ま
こ
の
黙
を
後
に
も
改
め
て
考
察
す
る
揚
州
義
成
郡
を
例
に
見
る
な
ら
ば
、

記
さ
れ
、
そ
し
て
、
東
菅
期
で
確
認
で
き
る
最
後
の
例
で
あ
る
都
恢
会
一
九
二
九
八
〉
の
肩
書
き
に
も
、
極
め
て
簡
略
な
が
ら
「
偲
節
、
梁
・

秦
・
潅
・
司
・
荊
・
揚
・
弁
等
州
軍
事
」
と
あ
っ
て
、
揚
が
義
成
郡
、
ま
た
司
が
慶
卒
郡
や
河
南
郡
を
指
す
こ
と
に
は
疑
問
の
品
跡
地
は
な
く
、

こ
の
時
黙
で
は
非
薙
州
僑
郡
が
そ
れ
ぞ
れ
の
本
州
の
属
郡
と
し
て
特
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
、
劉
宋
期
に
入
っ
た
祷
叔
度
(
四
二
二
|

二

四

〉

の

場

合

に

は

、

領

容

蟹

校

尉

、

義

成

-126ー

「
使
持
節
、
監
薙
・
梁
・
南
北
秦
四
州
、
荊
州
之
:
:
:
六
郡
諸
軍
事
、

征
虜
将
軍
、
難
州
刺
史
、

太
守
」
と
あ
っ
て
、

そ
の
太
守
粂
任
に
明
ら
か
な
よ
う
に
義
成
郡
が
現
存
し
て
い
る
の
に
、

も
は
や
揚
州
の
属
郡
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

ず
、
ま
た
軍
事
統
菅
の
封
象
に
も
特
記
し
て
あ
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
貼
は
郡
依
に
見
え
た
司
州
に
も
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
緒
叔
度

赴
任
の
四
二
二
年
に
は
、
義
成
や
河
南
が
そ
れ
ぞ
れ
の
本
州
た
る
揚
州
や
司
州
か
ら
薙
州
へ
移
属
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
。
こ
の
黙

は
、
四
一
二
年
を
基
貼
と
す
る
『
永
初
二
年
郡
園
志
』
に
司
州
に
属
す
べ
き
南
上
洛
郡
が
薙
州
の
属
郡
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で

あ
る
(
『
宋
書
』
巻
三
七
州
郡
志
三
〉
。
確
か
に
そ
の
一
本
化
の
時
期
は
、
厳
密
に
は
郡
依
着
任
後
の
三
九
二
年
か
ら
四
二
一
年
ま
で
の
聞
と
い
う

こ
と
に
な
る
が
、
呂
田
書
』
の
官
歴
記
載
が
東
晋
末
期
に
は
極
め
て
簡
略
と
な
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
薙
州
僑
郡
の
「
麗
府
」
か
ら
「
属
州
L

へ
の
移
管
と
同
時
の
寅
施
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
極
め
て
大
き
い
。



い
ま
義
成
郡
を
例
に
と
る
な
ら
ば
、
裏
陽
地
方
に
僑
立
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
揚
州
の
属
郡
と
明
記
さ
れ
る
の
は
、
本
来
的
に
は
義
成
郡

が
、
建
康
在
治
の
揚
州
刺
史
か
ら
民
政
支
配
を
受
く
べ
き
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
か
か
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
ま
た
寅
際
に

も
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
と
い
っ
て
無
統
轄
に
放
置
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
裏
陽
在
鎮
の
督
賂
(
軍
府
〉
か
ら
そ

の
軍
事
統
督
擢
に
基
づ
い
て
軍
政
支
配
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
僑
薙
州
の
僑
郡
厭
だ
け
が

A
W叩

寧
府
支
配
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
く
、
裏
陽
地
方
に
僑
置
さ
れ
た
僑
郡
の
糟
べ
て
が
同
様
の
事
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、

他
州
僑
郡
の
羅
州
へ
の
移
属
は
、
薙
州
僑
郡
と
同
様
に
民
政
支
配
へ
の
移
管
を
目
的
と
し
た
措
置
で
あ
り
、
そ
の
一
環
を
な
す
施
策
で
あ
っ
た

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
蓋
し
移
属
後
も
献
況
に
何
ら
の
改
善
も
な
く
し
て
本
州
の
名
を
失
う
こ
と
は
想
定
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。

関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
僑
立
の
直
後
か
ら
東
菅
・
宋
初
を
遁
じ
て
縫
績
さ
れ
て
い
た
、
裏
陽
在
鎮
の
督
賂
(
東
育
代
)
・
刺
史
ハ
宋

代
)
に
よ
る
義
成
郡
太
守
粂
任
が
、
前
に
も
言
及
し
た
椿
叔
度
を
最
後
に
し
て
四
二
四
年
以
降
行
な
わ
れ
な
く
な
る
事
買
で
あ
る
。
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一
睦
に
揚
州
を
本
属
と
し
た
義
成
郡
は
、
も
と
よ
り
僑
郡
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
一
般
の
僑
郡
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
た
成
立
事
情
を
も
ち

性
格
を
そ
な
え
て
い
た
。
既
に
川
勝
義
雄
氏
が
論
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
義
成
郡
は
、
後
越
か
ら
裏
陽
を
奪
回
し
た
三
三
二
年
に
、
嘗
地
に
進

駐
し
た
桓
宣
が
、
議
城
に
鎮
守
し
て
以
来
招
撫
し
て
き
た
流
民
を
主
要
構
成
員
と
し
た
「
准
南
の
部
曲
」
で
立
て
た
僑
郡
で
あ
る
。

か
か
る
「
部
曲
」
の
郡
勝
民
化
は
、
桓
宣
の
私
兵
、
別
言
す
れ
ば
私
的
兵
戸
駅
態
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
が
し
か
し

賓
際
は
、
裏
陽
軍
府
に
あ
っ
て
そ
の
兵
力
の
中
核
を
に
な
わ
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
身
分
的
に
も
準
兵
戸
的
と
も
稽
す
べ
き
特
殊
な
境

遇
に
置
か
れ
て
い
た
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
嘗
の
桓
宣
が
荊
州
軍
閣
の
庚
翼
か
ら
左
遷
さ
れ
て
憤
死
す
る
と
、
た
だ
ち
に
庚
翼
は

「
長
子
の
方
之
を
も
っ
て
義
成
郡
太
守
と
な
し
、
代
り
て
宣
の
衆
を
領
せ
し
め
」
て
い
る
(
『
青
書
』
巻
七
三
庚
震
停
〉
。

成
郡
掌
握
の
積
極
姿
勢
は
、
「
准
南
部
曲
」
で
構
成
さ
れ
る
僑
義
成
郡
が
軍
事
的
に
重
親
さ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
う
か
が
わ

せ
る
が
、
か
か
る
兵
力
と
し
て
の
重
視
と
位
置
づ
け
自
瞳
が
既
に
し
て
、
行
政
上
で
は
郡
豚
民
と
見
な
さ
れ
ま
た
扱
わ
る
べ
き
義
成
郡
民
が
、

庚
翼
の
こ
の
よ
う
な
義
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現
寅
に
は
軍
府
兵
力
の
中
核
を
に
な
う
準
兵
戸
的
な
朕
態
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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橿
沖
合
一
五
一
六
一
)
、
橿
諮
(
一
二
六
一
六

五
)
、
毛
穆
之
さ
一
七
一

l
七
九
)
と
管
絡
が
相
つ
い
で
義
成
郡
太
守
を
粂
領
し
て
い
る
事
責
に
徴
す
る
こ
と
が
で
き
拘
。
僑
郡
に
劃
す
る
軍
政
支

僑
義
成
郡
の
か
か
る
状
態
は
、
庚
方
之
以
降
も
東
晋
代
を
通
じ
て

劉
憐
(
一
一
西
五
四
七
)
、

配
と
い
う
一
般
的
レ
ベ
ル
を
越
え
て
義
成
郡
は
、
督
純
白
か
ら
が
直
接
に
控
制
し
掌
握
す
べ
き
軍
府
の
主
力
軍
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
東
菅
代
に
重
視
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
経
績
さ
れ
た
督
持
・
刺
史
の
義
成
郡
太
守
粂
任
が
、
劉
宋
朝
が
成
立
し
て
五
年
目
の
四
二

四
年
以
降
は
も
は
や
行
な
わ
れ
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
裏
陽
軍
府
世
制
の
襲
化
や
義
成
郡
白
睦
の
位
置
づ
け
な
い
し
は
性
格
に
も
何
ら
か

の
嬰
化
が
あ
っ
た
こ
と
う
か
が
わ
せ
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
太
守
粂
任
の
主
目
的
が
そ
の
直
接
的
掌
握
に
あ
っ
た
こ
と
、
僑
義

成
郡
民
の
側
か
ら
言
え
ば
そ
の
た
め
に
準
兵
戸
的
獄
況
を
絵
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
、
か
ら
す
れ
ば
、
か
か
る
強
力
な
控
制
の
解
除
、
即
ち
準
兵

た
だ
そ
の
場
合
、
前
述
の
ご
と
く
、
私
の
想
定
で
は
永
初
元
年
に
、
ま
さ
に

戸
的
な
身
分
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

僑
薙
州
僑
郡
の
民
政
移
管
と
並
行
し
て
裏
陽
地
方
に
僑
立
さ
れ
た
他
州
僑
郡
に
も
、
潅
州
へ
の
く
り
入
れ
と
い
う
形
で
軍
政
支
配
か
ら
民
政
支
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配
へ
の
移
管
が
す
で
に
寅
施
さ
れ
て
お
り
、
揚
州
義
成
郡
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
む
し
ろ
こ
こ
で
の
主
限
は
、
裏
陽
地
方
僑
郡
鯨

の
民
政
化
と
い
う
基
本
線
に
そ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
特
殊
的
境
遇
を
よ
り
徹
底
し
て
清
算
し
、
義
成
郡
民
の
質
質
的
な
郡
鯨
民
化
を
一
段
と
推

準
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
捉
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
義
成
郡
太
守
乗
任
を
蔵
し
て
最
初
の
薙
州
刺
史
で
あ
る
劉
秤
が
、

ー，
諸

諸
の
沙
門
二
千
除
人
を
罷
め
て
府
史
に
補
」
し
た
の
も
、

な
え
て
い
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
民
政
化
推
進
に
と
も
な
う
軍
府
鐙
制
弱
韓
化
の
補
完
策
と
い
う
一
面
を
も
そ

む
す
び
に
か
え
て

三
八
六
年
の
僑
立
か
ら
劉
宋
王
朝
創
立
の
四
二

O
年
ま
で
、
薙
州
の
僑
民
は
、
軍
政
支
配
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
の
傍
誼
に
私
は
つ
と
め
て

き
た
。
再
び
章
華
の
例
に
も
ど
っ
て
と
り
あ
え
ず
の
結
び
と
し
て
お
き
た
い
。

三
九
八
年
末
、
鹿
眺
、
夏
侯
軌
ら
と
と
も
に
裏
陽
の
流
民
一
寓
人
を
率
い
て
大
奉
後
秦
へ
叛
阻
卸
し
た
章
華
は
、
東
菅
王
朝
下
で
の
不
遇
と
は



た
だ
ち
に
中
書
令
に
奔
さ
れ
、
そ
の
後
も
尚
書
僕
射
や
粂
司
徒
の
顕
官
を
歴
任
し
、
社
禽
的
に
も
筆
頭
格
の
長
老
と
し
て
重

き
を
な
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
章
華
は
、
劉
裕
の
開
中
征
伐
の
際
に
は
、
出
任
中
の
売
州
刺
史
か
ら
「
衆
を
率
い
て
鯖
順
」
し
、
劉
裕
が
回

し
か
し
ま
も
な
く
赫
連
勃
勃
(
夏
)
が
衆
攻
し
て
北
伐
軍
が
苦
境
に
陥
る
と
、
逸
早
く

全
く
一
轄
し
て
、

復
し
た
貫
土
薙
州
の
別
駕
従
事
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

「
夏
に
奔
っ
た
」
の
で
あ
る
。

か
か
る
章
華
の
行
動
に
は
、
故
郷
志
向
と
い
う
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
、
江
南
政
権
そ
の
も
の
に
射
す
る
拒

絶
反
鷹
と
も
稽
す
べ
き
激
し
さ
を
見
出
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
東
菅
王
朝
が
嘗
っ
て
強
い
た
不
遇
朕
況
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
で
あ
ろ

ぅ
。
結
局
こ
の
時
、
こ
の
章
氏
の
系
統
は
再
び
裏
陽
へ
南
開
す
る
が
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
は
章
華
そ
の
人
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
孫
の
租
征
・
租

蹄
の
兄
弟
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
加
え
て
こ
の
時
に
は

「
中
華
の
高
族
」
た
る
京
兆
杜
陵
の
杜
氏
を
は
じ
め
、
京
兆
覇
城
の
王
氏
、

ま
た
本
来
は
康
居
出
身
の
胡
人
た
る
康
氏
(
『
梁
書
』
巻
一
八
康
絢

コ
ニ
秦
の

冠
族
」
た
る
南
安
の
耀
氏
ハ
『
宋
書
』
巻
四
八
停
弘
之
博
、
同
各
七
七
柳
元
景
惇
)
、

停
)
ら
名
族
や
豪
族
が
あ
い
つ
い
で
裏
陽
へ
南
宮
附
し
た
の
で
あ
る
。
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か
か
る
大
姓
・
名
族
の
流
住
を
む
か
え
て
劉
裕
政
権
は
、
凡
そ
二
十
年
前
に
東
菅
王
朝
が
章
華
ら
の
叛
婦
と
い
う
苦
汁
を
な
め
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
だ
け
に
、
新
た
な
針
躍
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
車
に
僑
薙
州
下
僑
郡
と
い
う

の
み
な
ら
ず
、
裏
陽
地
方
僑
置
の
全
僑
郡
の
|
|
他
州
僑
郡
鯨
の
場
合
に
は
羅
州
へ
移
属
と
い
う
措
置
を
講
じ
て
|
|
軍
政
支
配
か
ら
民
政
支

配
へ
の
移
管
で
あ
り
、
そ
の
具
睦
的
措
置
が
、
難
州
州
職
機
構
の
新
設
で
あ
り
、
そ
し
て
、
裏
陽
地
方
在
住
の
全
住
民
を
劉
象
に
門
族
の
再
格

附
を
断
行
し
て
族
姓
的
地
域
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
再
編
成
を
目
指
し
た
「
氏
族
篠
次
」
の
貫
施
は
、
そ
の
た
め
の
前
提
作
業
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。
か
か
る
施
策
は
、
そ
の
八
年
前
に
荊
州
(
江
陵
〉
で
示
し
た
方
針
と
軌
を
一
に
し
て
い
て
、

ほ
ぼ
一
貫
し
て
劉
裕
は
、

王
朝
瞳
制
確
立
の

基
盤
を
姓
族
層
の
地
域
社
禽
秩
序
形
成
力
に
求
め
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
得
る
が
、
と
同
時
に
、
か
か
る
輔
換
を
貫
現
せ
し
め
た
い
ま
一
つ

の
要
因
と
し
て
、
軍
政
支
配
を
思
避
し
、
か
か
る
軍
政
支
配
下
で
の
不
遇
賦
況
か
ら
の
脆
却
を
強
く
も
と
め
た
僑
民
層
の
力
を
見
逃
が
し
て
は

同

な
ら
な
い
。
凡
そ
一
七
五
年
を
へ
だ
て
て
施
行
さ
れ
る
所
謂
「
晴
の
郷
官
贋
止
」
と
は
全
く
方
向
を
逆
に
し
た
施
策
を
展
開
せ
ね
ば
な
ら
な
か
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っ
た
と
こ
ろ
に
、

五
世
紀
初
め
江
南
祉
舎
の
歴
史
的
境
位
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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本
稿
で
論
じ
た
と
こ
ろ
の
要
貼
は
以
上
に
ほ
ぼ
っ
き
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
何
故
に
喪
陽
地
方
の
僑
民
は
、
嘗
初
軍
政
支
配
に
お
か
れ
た
の

か
、
こ
の
問
題
に
い
さ
さ
か
の
補
読
を
試
み
て
お
き
た
い
。

一
践
に
、
僑
州
、
僑
郡
、
僑
鯨
と
は
い
う
も
の
の
そ
の
基
本
を
な
す
の
は
僑
鯨
で
あ
っ
て
、
僑
置
嘗
初
の
無
責
土
僑
豚
の
寅
態
は
、
流
住
し

た
車
位
郷
里
的
な
集
囲
H

「
郷
族
」
集
園
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
人
々
の
圏
鐙
に
本
貫
地
の
照
名
を
付
興
し
明
、
行
政
上
、
「
鯨
」

と
見
な
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
こ
れ
ら
僑
厭
を
統
轄
す
る
僑
郡
も
、
そ
れ
自
睦
の
境
域
を
有
し
得
な
い
以
上
、
そ
の
郡
治
も

嘗
地
方
の
政
治
・
軍
事
等
の
中
心
地
た
る
裏
陽
に
寄
寓
せ
ざ
る
を
得
ず
、
か
か
る
婆
陽
に
寄
治
し
た
郡
治
か
ら
、

族
集
凶
)
を
あ
た
か
も
鵜
匠
が
鵜
を
制
す
る
が
如
く
統
轄
し
た
。
い
わ
ば
鵜
飼
方
式
の
寄
治
鐙
制
は
、

各
地
に
散
在
す
る
僑
鯨
(
郷

無
貧
土
僑
郡
懸
の
行
政
上
の
特
徴
を
な

す
。
か
か
る
事
責
を
念
頭
に
お
い
て
再
び
義
成
郡
に
手
が
か
り
を
求
め
て
み
た
い
。

『
宋
書
』
巻
三
七
州
郡
志
三
に
よ
る
と
義
成
郡
は
義
成
・
下
奈
・
卒
阿
の
三
鯨
か
ら
成
り
、
他
の
無
責
土
僑
郡
と
同
様
に
治
所
を
裏
陽
に
寄

治
し
て
い
た
か
ら
義
成
郡
も
嘗
初
は
無
責
土
で
あ
り
、
従
っ
て
義
成
・
下
奈
・
卒
阿
の
三
腕
も
無
貰
土
一
の
非
境
域
的
僑
鯨
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
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ち
、
設
立
嘗
初
も
同
様
の
権
成
で
あ
っ
た
と
ひ
と
ま
ず
偲
定
す
る
と
、
義
成
師
、
か
新
置
で
あ
る
の
に
射
し
て
、
下
茶
、
卒
阿
の
南
豚
は
西
晋
の

揚
州
准
南
郡
下
の
奮
闘
怖
で
あ
る
か
ら
、
桓
宣
の
私
兵
集
闇
た
る
「
准
南
部
曲
」
は
、
い
わ
ゆ
る
億
郡
鯨
の
僑
置
に
準
ず
る
形
で
そ
の
出
身
地
を

主
な
基
準
に
し
て
三
箇
の
集
固
に
分
割
再
編
さ
れ
、
地
域
的
ま
と
ま
り
を
も
っ
そ
れ
ぞ
れ
の
人
的
集
圏
そ
の
も
の
が
、

「
鯨
」
と
見
な
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
ご
と
く
こ
の
一
一
一
「
牒
」
は
、
軍
府
の
主
力
を
捨
い
、

ま
た
準
丘
一
戸
的
な
肱
況
に
宋
初
ま
で
と
ど
ま

る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
義
成
郡
の
三
僑
豚
は
、
貧
質
上
、
郷
里
車
位
に
組
織
さ
れ
た
軍
固
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

確
か
に
義
成
郡
(
三
僑
鯨

γが
こ
の
よ
う
な
特
質
を
そ
な
え
る
に
至
っ
た
に
は
、

A
a
w，
 

仇

W
V

大
き
い
。
だ
が
し
か
し
、
彼
ら
は
兵
戸
に
く
み
こ
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
身
分
的
に
は
私
的
兵
戸
か
ら
僑
郡
鯨
民
に
解
放
さ
れ
て

も
と
も
と

「
部
幽
」

で
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が

い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
軍
兵
の
役
割
を
専
ら
に
な
わ
さ
れ
た
と
い
う
黙
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ま
で
に
僑
立
さ
れ
て
い
た

僑
蘇
〈
郷
族
集
幽
そ
の
も
の
)
が
既
に
し
て
同
様
の
寅
態
と
性
格
|
|
郷
族
集
圏
そ
の
も
の
た
る
僑
豚
が
、
封
北
方
戦
や
「
畳
」
討
伐
を
荷
婚
す
る



軍
府
軍
事
力
の
ト
レ

1
ガ
ー
で
あ
っ
た
ー
ー
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

僑
民
は
、
い
ま
さ
ら
確
認
す
る
ま
で
も
な
く
、
各
家
族
が
皐
濁
で
移
住
し
た
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
嘗
時
の
社

曾
秩
序
の
形
成
者
で
あ
っ
た
豪
族
、
中
で
も
才
能
や
人
格
に
す
ぐ
れ
て
衆
望
を
集
め
る
人
物
、
あ
る
い
は
同
族
集
圏
の
代
表
的
人
物
の
も
と
に

統
率
さ
れ
地
縁
的
な
ま
と
ま
り
を
作
っ
て
移
住
し
た
。
道
程
は
困
難
を
極
め
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
道
中
に
あ
っ
て
も
、
そ
し
て
と
り
わ
け
そ

リ
ー
ダ
ー
と
そ
の
集
圏
員
と
の
結
合
は
一
段
と
強
固
と
な
り
、
そ
れ
は
集
圏
員
の

リ
ー
ダ
ー
に
劃
す
る
信
頼
や
敬
意
、
更
に
は
恩
義
の
意
識
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
集
圏
員
に
射
す
る
規
制
力
な
い
し
は
支
配

力
の
強
化
を
も
結
果
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
か
か
る
リ
ー
ダ
ー
と
郷
族
員
と
の
強
固
な
結
合
開
係
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
郷
族
集
圏
を
園

家
は
、
「
豚
」
と
見
な
し
位
置
づ
け
た
。
時
代
は
い
さ
さ
か
下
る
が
第
四
次
の
移
動
時
に
「
郷
族
三
千
除
家
を
奉
」
げ
て
嚢
陽
の
南
郊
へ
移
住

れ
を
克
服
し
て
新
住
地
で
再
生
産
を
確
保
し
得
た
時
に
は
、

し
た
康
氏
(
京
兆
藍
田
の
人
)
の
場
合
、
か
か
る
大
規
模
な
流
住
を
む
か
え
て
劉
宋
王
朝
は
華
山
郡
藍
田
牒
を
僑
立
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

統
率
者
康
穆
の
子
、
元
隆
・
元
撫
兄
弟
は
、
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「
並
び
に
流
人
の
推
す
所
と
帰
り
、
相
い
継
ぎ
て
華
山
太
守
と
魚
」
り
、
元
撫
の
子
康
絢
も
二
度

康
氏
が
非
漢
民
族
(
胡
人
)
で
あ
っ
た
黙
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
に
し
て
も
、

僑
郡
太
守
任
命
に
そ
の
流
民
(
郷
族
)
集
圏
員
の
意
向
が
い
わ
ば
自
治
的
に
反
映
し
て
そ
の
リ
ー
ダ
ー
(
子
孫
)
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
か
か
る
具

に
わ
た
っ
て
華
山
太
守
に
就
任
し
た
(
『
梁
書
』
巻
一
八
康
納
惇
)
。

よ
り
基
礎
的
な
単
位
で
あ
る
だ
け
に
僑
鯨
の
令
長
に
は
、
流
住
集
圏
の
リ
ー
ダ
ー
が
そ
の
ま
ま
任
命
さ
れ
る
の
が
通

例
で
あ
っ
た
と
想
定
し
て
も
あ
な
が
ち
不
首
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
流
住
集
園
の
貰
態
に
即
し
て
園
家
は
、
そ
こ
で
現
に
機

韓
例
か
ら
推
す
な
ら
ば
、

能
し
護
現
し
て
い
る
秩
序
の
あ
り
方
を
そ
の
ま
ま
に
容
認
し
、

ま
た
そ
れ
に
依
援
し
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
権
力
機
構
の
末
端
に
く
み
入
れ
位
置

づ
け
る
こ
と
を
通
し
て
一
定
の
把
握
を
試
み
た
。

そ
し
て

か
か
る
リ
ー
ダ
ー
(
僑
牒
令
)
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ
る
郷
族
集
闇
(
無
責
土
僑
豚
)
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は
、
劃
北
方
戦
線
の
前
線
基
地
で
あ
り
、
ま
た
「
蟹
」
と
の
衝
突
が
日
常
と
化
し
て
い
た
裏
陽
地
方
の
地
域
的
特
殊
篠
件
の
も
と
で
は
、
そ
の

ま
ま
軍
事
力
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
し
、
事
寅
ま
た
容
易
に
軍
事
集
圏
に
轄
化
す
る
貫
情
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

州
。
流
住
民
の
郷
族
的
集
圏
そ
の
も
の
と
い
う
無
責
土
僑
鯨
(
郡
)
の
あ
り
方
そ
れ
自
嘆
か
、

本
来
的
な
民
政
支
配
に
反
し
て
軍
政
支
配
と
い



れ
た
の
も
、
特
有
の
前
身
に
総
べ
て
蹄
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
く

う
特
殊
な
政
治
的
紋
況
を
招
来
し
た
と
い
う
一
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
郡
豚
民
た
る
義
成
郡
民
が
準
丘
一
戸
的
肱
況
を
強
い
ら

裏
陽
地
方
に
僑
立
さ
れ
た
無
貫
土
僑
豚
(
郡
)
が
共
有
し
た
一
般
的
獣
況
を
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ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
そ
の
上
で
よ
り
突
出
的
に
設
現
し
た
事
態
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

註ω
宮
崎
市
定
「
九
品
宮
人
法
の
碗
究
|
科
翠
前
史
|
』
一
一
一
二
三
1

四
七
頁

ω
拙
稿
「
『
晋
安
王
子
助
の
叛
凱
』
に
つ
い
て
|
南
朝
門
閥
貴
族
陸
制
と

豪
族
土
豪
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
二
五
1

四
)
、
「
商
朝
の
皇
帝
と
貴
族
と

豪
族
・
土
豪
層
|
梁
武
帝
の
革
命
を
手
が
か
り
に

l
」
(
中
圏
中
世
史
研

究
舎
編
『
中
関
中
世
史
研
究
』)
、
「
粛
道
成
の
革
命
軍
闘
1

准
陰
時
代
を

中
心
に
|
」
〈
『
愛
知
豚
立
大
摩
文
皐
部
紀
要
』
一
般
敬
育
筋
二
一
)
。

ω
裂
陽
(
難
州
)
に
つ
い
て
は
、
上
回
早
苗
「
後
漢
末
期
の
政
陽
の
豪
族
」

(
『
東
洋
史
研
究
』
二
八
1

四
〉
、
稲
葉
弘
高
「
南
朝
に
於
け
る
薙
州
の
地

位
」
(
『
集
刊
東
洋
準
』
三
四
)
、
ま
た
前
掲
拙
稿
第
二
論
文
。
な
お
史
料

に
見
え
る
「
喪
陽
」
は
、
師
棉
(
減
〉
、
郡
(
城
)
だ
け
で
な
く
、
南
陽
・

新
野
・
順
陽
等
を
ふ
く
む
庚
い
地
域
を
指
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。
本
稿
が

衷
陽
地
方
と
表
現
す
る
理
由
で
あ
る
。

ω
守
屋
美
都
雄
「
南
人
と
北
人
」
(
『
中
園
古
代
の
家
族
と
園
家
』
所
枚
)

注

m参
照
。

ω
諦
其
殿
「
菅
永
姦
飢
後
之
民
族
遷
徒
」
(
『
燕
京
皐
報
』
一
五
)
、
班
審

閤
「
東
菅
裂
陽
郡
僑
州
郡
勝
考
」
(
『
百
円
貢
半
月
刊
』
六
|
六
)
参
照
。
な

お
、
預
州
許
昌
燃
が
南
陽
郡
に
僑
立
さ
れ
る
の
は
劉
宋
孝
武
帝
末
年
以
降

の
こ
と
。

川

W

東
菅
初
め
に
貌
該
が
薙
州
刺
史
の
肩
書
き
で
裏
陽
に
鎮
守
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
這
領
刺
史
と
稽
す
べ
き
も
の
で
潅
州
の
僑
立
を
意
味
し
な

い
。
ま
た
三
五
一
年
か
ら
在
鎖
す
る
桓
沖
の
督
軍
権
下
に
「
潅
州
之
京

兆
」
が
見
え
、
こ
の
時
熟
で
の
京
兆
郡
の
僑
立
を
確
認
で
き
る
が
、
一
郡

だ
け
の
こ
と
で
潅
州
そ
れ
自
鐙
の
僑
霞
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
事

賞
、
こ
の
時
黙
で
は
灘
州
刺
史
な
る
も
の
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
第
三
衣
流
入
以
前
は
、
成
局
の
成
立
に
原
因
す
る
梁
州
刺
史
の

寄
治
や
司
州
か
ら
僑
民
の
大
量
流
入
に
制
割
腹
し
て
司
州
刺
史
の
在
鎮
が
多

い
。
呉
廷
隻

『東
耳
目
方
銀
年
表
』
参
照
。

同

w

薙
州
そ
れ
自
燈
が
貧
土
を
有
す
る
の
は
、
『
宋
書
』
袋
三
七
州
郡
志
三

-
薙
州
序
記
に
、
「
宋
文
帝
元
嘉
二
十
六
年
、
割
刑
州
之
裏
陽
・
南
陽
・

新
野
・
順
陽
・
随
五
郡
篤
薙
州
」
と
明
文
が
あ
っ
て
、
元
嘉
二
六
〈
四
四

九
)
年
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
北
伐
の
布
石
の
第
二
蝿
た
る
寛
陵
王
誕
の
赴

任
に
際
し
て
の
寅
施
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
に
見
え
る
。
が
疑
問

で
あ
る
。
一
鐙
に
上
の
一
文
に
は
問
題
が
あ
っ
て
、
刑
州
か
ら
分
割
さ
れ

た
の
は
順
陽
ま
で
の
四
郡
だ
け
で
、
随
郡
が
除
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は

銭
大
析
が
指
摘
す
る
ご
と
く
で
あ
る
(
『廿
二
史
考
異
』
傘
二
三
)
。
加
え

て
二
六
年
の
時
黙
も
疑
問
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
い
う
の
は
、
元
嘉
ニ

二
年
赴
任
の
武
陵
王
駿
ま
で
は
、
そ
の
督
軍
機
の
範
園
が
「
薙
・
梁
・
南

北
秦
四
州
」
と
「
剤
州
の
裏
陽
・
寛
陵
・
南
陽
・
順
陽
・
新
野
・
随
の
六
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郡
」
で
あ
る
の
に
、
二
五
年
四
月
赴
任
の
駿
の
後
任
・
驚
思
話
か
ら
後

は
、
「
薙
・
梁
・
南
北
秦
四
州
」
は
同
じ
だ
が
、
剤
州
に
つ
い
て
は
「
剤

州
の
寛
陵
・
随
の
二
郡
」
が
明
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
裏
陽
以
下
の
四
郡
は

言
及
が
な
く
除
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
除
外
は
、
二
五
年
四
月
の
粛
思
話

の
任
命
段
階
で
既
に
剤
州
四
郡
が
薙
州
へ
移
属
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
即
ち

貧
土
化
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
。
臆
測
に
堕
す
る
が
武
陵

王
駿
の
赴
任
は
文
帝
が
悲
願
と
し
た
北
伐
の
た
め
の
第
一
布
石
で
あ
り
、

東
E
日
以
来
は
じ
め
て
の
「
皇
子
重
鎮
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
在
鎖
中
の

措
置
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
『
宋
書
』
巻
六
孝
武
帝
本
紀
、
同
七
八

粛
思
話
傍
、
同
七
九
寛
陵
王
誕
簿
。

的
裏
陽
に
は
叫
首
相
到
策
の
た
め
の
寧
鐙
校
尉
府
が
既
に
附
置
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
に
い
う
「
府
」
が
「
績
府
」
「
小
府
」
と
も
呼
ば
れ
る
寧
轡
校

尉
府
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

向
因
み
に
、
後
に
宗
越
は
「
鐙
」
討
伐
に
活
隠
し
て
出
世
し
、
元
嘉
二
四

年
に
文
帝
に
陸
上
し
て
次
門
の
地
位
を
回
復
し
た
。
但
し
そ
の
際
、
冠
軍

豚
に
移
籍
し
て
い
て
、
世
間
の
目
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
を
推
知
さ
せ
る
。

な
お
次
門
、
役
門
に
つ
い
て
は
越
智
重
明
氏
の
一
連
の
論
稿
、
と
り
あ
え

ず
『
貌
音
南
朝
の
貴
族
制
』
第
五
章
「
制
度
的
身
分
H
族
門
制
を
め
ぐ
っ

て」。

同
こ
の
時
の
越
倫
之
の
肩
書
き
に
は
問
題
が
多
い
。
こ
の
首
時
、
越
倫
之

は
、
車
に
安
北
勝
軍
だ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
督
軍
権
を
も
ち
、
寧
鐙

校
尉
で
あ
り
、
薙
州
刺
史
で
あ
っ
た
と
私
は
想
定
す
る
。
い
ま
特
に
注
記

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
徐
文
沼
『
東
E

日
南
北
朝
輿
地
表
』
(
年
表
巻
四
、

州
郡
表
記
官
四
〉
の
、
@
永
初
元
年
に
僑
薙
州
は
時
四
止
さ
れ
た
、
が
@
同
三

年
に
再
び
も
と
に
も
ど
さ
れ
た
、
と
の
見
解
に
つ
い
て
で
あ
る
。
も
し
徐

氏
の
見
解
の
ご
と
く
で
あ
れ
ば
、
本
小
稿
は
全
く
意
味
を
な
さ
な
い
。
だ

が
し
か
し
、
徐
氏
は
例
に
従
っ
て
こ
こ
で
も
史
料
的
根
強
を
示
さ
な
い
。

よ
り
重
要
な
@
は
、
恐
ら
く
は
私
が
注
目
し
た
「
宋
志
」
薙
州
・
京
兆
郡

項
の
記
事
が
論
援
で
あ
ろ
う
が
、
首
肯
で
き
な
い
。
管
見
の
限
り
@
に
つ

い
て
も
三
年
段
階
で
の
薙
州
の
貧
在
を
一
示
す
だ
け
で
あ
っ
て
そ
の
復
活
を

い
う
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
確
か
に
『
宋
書
』
巻
四
六
趨
倫
之
停
、

ま
た
目
下
検
討
中
の
宗
越
俸
が
と
も
に
遡
倫
之
の
肩
書
き
に
潅
州
刺
史
と

明
言
し
な
い
の
は
、
徐
氏
の
見
解
を
支
持
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
越
倫
之
俸
を
ふ
く
む
『
宋
書
』
巻
四
六
は
、
北
宋
代
に
散
侠
し

た
一
巻
で
、
現
行
同
巻
は
沈
約
原
本
で
は
な
く
、
後
人
の
編
録
に
係
っ
て

記
述
は
簡
略
を
極
め
る
(
中
華
書
局
黙
校
本
校
勘
記
参
照
)
。
ま
た
、
『
宋

書
』
巻
三
武
帝
本
紀
下
に
「
(
永
初
元
年
秋
七
月
〉
戊
成
、
後
賂
軍
・
務

州
刺
史
越
倫
之
準
続
安
北
将
軍
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
書
き
方
か
ら
見
て
も

引
き
績
き
趨
倫
之
が
薙
州
刺
史
に
在
任
し
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
僑
薙
州

が
現
に
存
績
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
因
み
に
高
斯
同
『
宋
方

銀
年
表
』
、
奥
廷
隻
『
宋
斉
梁
陳
方
銀
年
表
』
は
い
ず
れ
も
徐
氏
設
に
同

じ
く
し
な
い
。
な
お
越
智
重
明
「
南
朝
州
銀
考
」
〈
『
史
皐
雑
誌
』
六
ニ

l

=
己
が
刺
史
を
粂
任
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
ま
た
川
勝
義
雄
「
貨
幣
経

済
の
進
展
と
侯
景
の
凱
」
(
『
六
朝
貴
族
制
祉
舎
の
研
究
』
第

E
部
第
三

章
)
が
殿
耕
室
「
致
耳
目
南
朝
都
督
輿
督
匿
」
(
『
集
刊
』
二
七
本
)
に
よ

っ
て
僑
薙
州
に
お
け
る
箪
府
の
開
置
を
永
初
=
一
年
と
さ
れ
る
の
も
徐
氏
設

に
さ
か
の
ぼ
り
淵
源
す
る
。

ω
活
規
之
に
つ
い
て
は
不
詳
。
た
だ
順
陽
舞
陰
を
本
質
と
す
る
名
族
沼
注

の
孫
に
弘
之
〈
康
の
子
)
、
凱
(
宵
の
子
)
が
見
え
、
命
名
の
上
で
近
似
・

共
通
性
が
見
ら
れ
、
ま
た
生
存
年
代
も
一
致
す
る
。
こ
の
沼
氏
の
一
員
で
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あ
る
可
能
性
は
あ
る
(
『
耳
白
書
』
径
七
五
泊
汗
俸
〉
。

仙
一
史
廷
愛
『
東
耳
目
方
銀
年
表
』
参
照
。

帥
以
下
の
章
華
を
中
心
と
す
る
章
氏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
『
耳
目
書
』
巻

一
O
安
帝
紀
、
同
巻
九
四
隠
逸
・
張
忠
停
、
岡
谷
一
一
一
一
一
待
堅
載
記
上
、

同
巻
二
七
・
一
一
八
銚
興
載
記
上
・
下
、
同
を
一
一
九
挑
法
裁
記
、

『
宋
書
』
山
骨
三
武
帝
本
紀
中
、
同
巻
四
三
檀
道
済
停
、
『
梁
書
』
巻
二
一
章

叡
停
、
『
資
治
通
鑑
』
耳
目
紀
二
八
、
同
四

O
、
『
元
和
姓
纂
』
告
二
に
よ

る
。
ま
た
矢
野
主
税
「
章
氏
研
究
け
」
ハ
長
崎
大
皐
『
祉
禽
科
皐
論
叢
』

一
一
)
参
照
。

川
開
始
卒
郡
の
府
民
に
つ
い
て
は
詳
に
し
難
い
が
、
李
合
の
郷
口
問
を
引
き
さ

げ
た
胞
騰
は
、
始
卒
郡
中
正
で
あ
っ
た
〈
『
奇
書
』
径
六

O
李
含
停
)
。
ま

た
宋
代
初
め
に
僑
始
卒
郡
太
守
胞
諮
な
る
人
物
が
見
え
る
(
『
宋
書
』
径

六
五
士
ロ
翰
停
)
。
恐
ら
く
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
本
部
太
守
で
あ
ろ
う
か
ら
、

始
卒
郡
の
著
姓
と
見
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

帥

註

ω参
照
。
な
お
か
か
る
事
例
の
最
も
早
期
の
も
の
と
し
て
は
、
弘
段

肇
陰
の
名
族
楊
氏
の
場
合
を
寧
げ
得
る
。
『
E

白
書
』
巻
八
四
楊
後
期
停
。

帥
越
智
重
明
「
梁
の
天
監
の
改
革
と
衣
門
層
」
(
『
史
皐
研
究
』
九
七
)
、

中
村
圭
爾
「
『
土
庶
』
区
別
小
論
」
(
『
史
皐
雑
誌
』
八
八

l
一
一
)
、
野
田
俊

昭
「
南
朝
の
土
庶
区
別
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
里
方
皐
』
六
一
二
)
参
照
。

帥
『
宋
書
』
谷
六

O
王
組
之
停
、
同
巻
一

O
O自
序
。
ま
た
吉
川
忠
夫

「
沈
約
の
思
想
l
六
朝
的
傷
痕
|
」
(
中
圏
中
世
史
研
究
禽
編
『
中
圏
中

世
史
研
究
』
)
参
照
。
た
だ
し
沈
約
の
思
想
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
少
な

か
ら
ず
吉
川
氏
と
は
見
解
を
異
に
す
る
。
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

同
因
み
に
、
郵
元
起
は
盆
州
刺
史
に
赴
任
し
て
天
監
二
年
、
後
任
の
薪
淵

藻
(
武
帝
の
兄
の
子
)
と
劉
立
し
、
そ
の
た
め
に
淵
藻
に
暴
兵
反
凱
と
謹

倍
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
。
淵
藻
か
ら
の
報
告
を
信
じ
て
い
た
武
帝
も
後
に
事

の
次
第
を
知
る
と
、
元
起
に
征
西
将
軍
を
遺
婚
し
、
忠
侯
と
溢
し
た
。
部

元
起
が
悲
願
を
還
し
た
の
は
こ
の
時
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
郎
元
起

も
縛
弘
之
も
創
業
功
臣
で
、
か
つ
非
業
の
回
収
期
を
途
げ
て
い
る
。
偶
然
で

あ
ろ
う
か
。

こ
の
黙
は
と
も
か
く
、
『
宋
書
』
に
か
ぎ
っ
て
み
な
し
の
官
歴
を
二
、

三
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
劉
裕
が
最
初
に
就
任
し
た
「
冠
軍
孫
無
絡
の
司

馬
」
や
そ
の
弟
の
劉
道
憐
の
園
子
同
学
生
や
謝
淡
の
徐
州
従
事
史
な
ど
は
出

自
な
ど
か
ら
し
て
も
全
く
疑
わ
し
く
、
こ
と
に
遁
憐
な
ど
は
、
「
素
無
才

能
、
言
音
甚
楚
、
一
挙
止
施
潟
、
多
諸
都
拙
」
の
人
物
で
あ
る
(
『
宋
書
』
巻

一
武
帝
本
紀
上
、
同
巻
五
一
長
沙
王
道
憐
俸
)
。
ま
た
、
「
家
世
将
帥
」

の
朱
齢
石
(
浦
郡
河
の
人
)
に
つ
い
て
「
高
租
叉
召
局
参
軍
、
補
徐
州
主

簿
、
遷
向
書
都
官
郎
、
尋
復
震
参
軍
」
〈
『
宋
書
』
巻
四
八
朱
齢
石
油
開
)
と

あ
る
徐
州
主
簿
や
山
問
書
郎
と
い
う
の
も
、
待
弘
之
の
場
合
と
同
断
で
あ
ろ

う
。
朱
齢
石
も
開
中
征
伐
に
従
征
し
て
赫
連
勃
勃
に
執
え
ら
れ
て
殺
さ
れ

た
。
な
お
治
書
侍
御
史
民
幅
削
が
伏
階
を
奏
弾
し
た
一
文
に
、
「
臣
等
参
議
、

請
以
見
事
完
階
所
居
官
、
凡
諸
位
任
、
一
皆
削
除
」
(
『
梁
書
』
巻
五
三
良

吏
・
伏
晒
停
)
と
あ
る
の
は
、
四
月
官
の
上
に
こ
れ
ま
で
に
就
任
し
た
一
切

の
官
歴
を
削
除
し
何
の
官
職
に
も
就
任
し
て
い
な
い
こ
と
に
す
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
、
本
文

で
い
う
み
な
し
の
経
歴
と
内
容
的
に
は
封
極
を
な
し
て
は
い
る
け
れ
ど

も
、
同
一
の
観
念
に
根
ざ
す
措
置
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
例
の
京
兆
郡
の
項
で
沈
均
か
「
薙
州
僑
郡
先
是
属
府
:
:
:
」
と
記
し
た

時
の
「
薙
州
」
は
、
つ
ま
り
、
せ
ま
い
意
味
で
の
僑
抗
措
州
で
は
な
く
、
南

朝
宋
代
孝
武
帝
期
以
降
つ
ま
り
、
沈
約
の
観
念
に
最
も
馴
染
ん
だ
営
時
現
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存
の
「
薙
州
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

帥
川
勝
義
雄
「
東
菅
貴
族
制
の
確
立
過
程
|
軍
事
的
基
礎
の
問
題
と
関
連

し
て
|
」
〈
前
掲
書
第
E
部
第
四
章
)
。

ω
僑
薙
州
の
正
式
僑
立
後
は
史
料
的
に
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ

は
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
の
『
奇
書
』
の
記
載
上
の
問
題
で
あ
る
。

倒
潰
口
震
園
「
所
語
、
階
の
郷
官
廃
止
に
つ
い
て
」
ハ
『
秦
漢
惰
唐
史
の
研

究
』
下
)
。

帥
無
貧
土
の
僑
勝
、
ま
た
郡
や
州
に
つ
い
て
具
程
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
奥
え

る
こ
と
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
が
、
宮
崎
市
定
氏
の
「
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
人
民
の
幽
鐙
」
と
す
る
規
定
は
無
賃
土
僑
豚
(
郡
)
に
つ
い
て
は

的
確
で
あ
る
。
た
だ
し
、
氏
の
場
合
、
無
実
土
僑
燃
と
貧
土
僑
豚
の
差
異

の
と
ら
え
方
に
不
分
明
の
感
を
拭
い
難
い
。
(
『
九
ロ
間
宮
人
法
の
研
究
』
一
一

三
l
二
四
頁
〉
。
ま
た
矢
野
主
税
「
白
籍
と
土
断
1

南
朝
の
成
立
l
」
(
『
史

拳
雑
誌
』
七
九
|
八
)
は
無
貧
土
僑
郡
豚
に
改
め
て
注
意
を
喚
起
し
た
論

稿
で
あ
っ
て
、
評
債
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

M
W

裏
陽
に
兵
戸
が
い
た
こ
と
は
、
『
宋
書
』
巻
三
七
州
郡
志
三
に
「
建
昌

太
守
、
孝
建
元
年
、
刺
史
朱
惰
之
莞
箪
戸
潟
、氷
興
、
安
寧
二
照
、
立
建
昌
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郡
」
と
あ
っ
て
確
認
で
き
る
。

帥
川
勝
義
雄
氏
は
京
口
に
流
住
し
た
流
民
が
丘
(
戸
に
樽
落
し
た
と
の
見
解

を
示
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
そ
こ
ま
で
確
言
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
僑
民
が
東
E

日
王
朝
軍
事
力
の
主
要
な
に
な
い
手
で
あ
っ
た

と
い
う
黙
で
は
共
感
す
る
。
川
勝
前
掲
書
第

E
部
第
一
章
「
劉
裕
政
権
の

成
立
と
寒
門
武
人
」

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
科
皐
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究
凶

「
中
園
土
大
夫
階
級
と
地
域
社
舎
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
線
合
的
研
究
」

ハ
研
究
代
表
者
日
谷
川
道
雄
京
都
大
準
教
授
)
の
分
権
研
究
の
成
果
で
あ
っ

て
、
同
研
究
成
果
報
告
書
所
載
の
同
名
の
論
稿
を
慕
礎
と
し
て
大
幅
に
加
筆

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
『
報
告
書
』
所
載
稿
で
私
は
、
三
八
六
年
の
僑
薙

州
の
正
式
僑
置
と
同
時
に
、
裏
陽
地
方
に
僑
賀
さ
れ
て
い
た
他
州
の
僑
郡
勝

も
僑
潅
州
の
も
と
に
整
理
・
一
本
化
さ
れ
た
と
補
記
し
た
が
、
そ
れ
は
墨
田

書
』
巻
一
四
地
理
士
山
上
記
事
の
誤
讃
に
も
と
づ
く
全
く
の
誤
解
で
あ
る
。
本

稿
第
五
節
の
如
く
訂
正
し
た
こ
と
を
特
に
記
し
て
お
き
た
い
。
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THE JIN-SONG 晋宋REVOLUTION AND THE QIAOMIN

僑民OF YONGZHOU 雍州(XIANGYANG襄陽): FROM THE

　　　

RULE OF Ａ MILITARY GOVERNMENT TO THE

　　　　　　

RULE OF Ａ CIVIL GOVERNMENT

Yasuda Jiro

　　

Following the great disturbances of the Yongjia 永嘉period, the

successive migration of refugees from all parts of northern China into the

χingyang region occurred. The Eastern Jin 東晋government organized

many qiaojun僑郡and ９μ・Ｊ血,7僑豚there in an attempt to provide relief

for

　

them, as well as in an　attempt　to control them. In about 386,

Yongzhou was o伍cially relocated in the χiangyang region. The reason

why this measure was　taken is that　aristocratic clans from Yongzhou

CGuanzhong闇中) had moved there in great numbers in fleeing the

disturbances of the latter years of the Qian Qin 前秦. In the beginning

of this relocation。Yongzhou did not have concrete boundaries. But when

four counties were partitioned from Jingzhou 荊州between the years

446-448, the boundaries of the province were virtually determined. Then,

around 458, the borders of the ｑｉａｏｊｕｎ　ａｎｄqiaoxian were also delineated

under the policy of the Daming-tuduan 大明土断of Wang χuanmo 王玄

謨.

　

Hence, the region was fully realized as ａ province｡

　　

This essay clarifies that in the　Yongzhou that underwent such ａ

complex series of changes, the original emigrants had been placed under

a kind of military government.　In other words, the commissioner, ａ civil

government ｏ伍cial, had had only 3 nominal pl:esence in the region and

the ofEcial agencies associated with the administration ｏｉ　ａ　ｚｈｏｕ州had

not been organized. The qiaojun had been governed by a military ｏ伍ce

and the emigrants had been placed under a kind of military control.

They represented the military strength of the armies engaged in wars

with the Five Barbarian dinasties 五胡and the Man 受tｒibes｡

　　

When i11 420･ the Liu-Song 劉宋dynasty was established, contro!

was changed to that of ａ civil government. At the same time, all the clans

living in the recognized region of χiangyang were reclassified. And this

-
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measure was an essential prerequisite to the establishment of ａｚ加ｇ

administration that accompanied the change to civil government. The

transfer of all the ｑｉａｏｊｕｎof the provinces to Yongzhou was　also a

prerequisite｡

　　

The desires of the　migrants who had repelled the control of the

militarygovernment―especially the aristocraticclans―act upon the imple-

mentation of this change. About 175 years later,Wendi文帝of the Sui

隋dynasty enacted the so-called abolition of the provincial offices.　The

fact that these completely opposite policies had　to be accomplished is

testimony to the historical position of early 5th century Jiangnan 江南

society.
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